








>? 令 和 2 年 の 幸福 トレ ンド 


ー 橋 大 学 大 学院 法学 研究 科 教授 辻 琢 也 氏 / 株 式 会 社 NTT ド コモ 代表 取締 役 社長 


吉澤 和弘 氏 / 早稲 田 大 学 ス ポー ツ 科 学 


幸福 度 指標 を めぐ る 展開 と 課 


一 | 幸福 政策 」 は 可能 か 一 


京都 大 学 こ ころ の 未来 研究 セン ター 教授 広井 良典 氏 


[希望 卿 いわ て 」 の 今 デー タ 編 


岩 手 県 





昨年 3 月 に 策定 し た 本 県 の 総合 計画 「 い わ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028)」 は 、 広 く 意 見 
を 伺い な が ら 、「 オ ー ル いわ て 」 で 策定 し た 計画 で あり 、 行 政 だ け で は な く 、 関 係 団体 や 企業 、 
NP 〇 な ど 、 多 様 な 主体 が 10 年 後 の 将来 像 を 共有 し 、 そ れ ぞ れ の 主体 が 自ら 取組 を 進め て 
いく た め の ビ ジョ ン と な る も の で す 。 

岩手 県 で は 、 広 域 な 地域 に 甚大 な 被害 を も た らし た 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 に 当たり 、 
「 一 人 ひと り の 幸福 追求 権 の 保障 ] を 原則 の 一 つ に 掲げ 、 県 民 一 丸 と な っ て 取組 を 進め て き 
まし た 。 


「 い わ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028)」 の も と 、 こ うし た 復興 の 実践 で 学び 、 培 っ て きた [一 
人 ひと り の 幸福 を 守り 育て る 」 姿勢 を 県 政 全 般 に 広げ る と と も に 、 物 質 的 ・ 経 済 的 な 豊か さ 
に 加え 、 心 の 豊か さ を 大 切 に し な が ら 、 一 人 ひと り の 暮らし や 仕事 に 着目 し た 施策 を 推進 し 、 
計画 の 基本 目標 に 掲げ る 「 東 日 本 大 震 災 津 波 の 経験 に 基づき 、 引き続き 復興 に 取り 組み な が 
ら 、 お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て ] の 実現 を 図っ て いき た いと 考え て いま す 。 


「 い わ て 幸福 白書 ] は 、 こ うし た 考え の も と 、 幸福 度 の 向上 に つなが る トレ ンド や 、 国 内 
外 に お ける [幸福 | を めぐ る 動き を 御 紹介 する と と も に 、 県 の 施策 や 今後 の 方 向 に つい て 広 
く お 伝え する も の で す 。 


令 和 2 年 (2020 年 ) は 、 人 口 減少 対策 の 一 層 の 推進 を 図る [第 2 期 岩手 県 ふる さと 振興 
総合 戦略 | が スタ ー ト する 年 で す 。 

「 復 興 五 輪 ] の 理念 の も と 開催 され る 「 東 京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 ] 
は 、 東 日 本 大 岩 災 津波 等 の 災害 か ら の 復旧 ・ 復 興 や 地域 振興 な ど 、 県 政 推進 の 力 に な る こと 
が 期待 され ます 。 


5 G を は じ め と し た 情報 通信 技術 な どの 活用 に より 、 経 済 発展 と 社会 的 課題 の 解決 を 両立 
し て いく 「Society5.0] の 実現 は 、 時 間 や 地域 の 制約 を 超え 、 地 方 の 可能 性 を 広げ る も の 
で あり 、 更 な る 飛躍 も 期待 され ます 。 

岩手 の 先 人 、 宮 沢 賢治 は 「 世 界 が ぜん た い 幸 福 に な ら な いう ち は 個 人 の 幸福 は あり 得 な い ] 
と いう 言葉 を 残し て いま す 。 

時 代 の 潮流 や チャ ンス を 捉え る と と も に 、「 他 人 と の か か わり 」 や 「 つ な が り 」 を 大 切 に 
する 岩手 県 な ら で は の 社会 観 を 生か し な が ら 、「 お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て 」 
の 実現 に 向け 、 み ん な で 行動 し て いき まし ょ う 。 





《 本 書 の 構成 》 


第 1 部 令 和 2 年 の 幸福 トレ ンド 
各 分 野 の 有識者 、 専 門 家 の 方 へ の イン タビ ュー や 寄稿 に より 、 幸福 度 の 向上 に つなが る 
トレ ンド や メッ セー ジ を 紹介 し ます 。 
地方 創 生 一 桥 大 学 大 学 院 法 学 研究 科教 授 辻 琢 也 基 
デジ タル トラ ンス フォ ー メ ーション に よる Society5.0 の 実現 

株 式 会 社 NTT ド コモ 代表 取締 役 社長 吉澤 和弘 氏 
スポ ー ツ 振興 早稲 田 大 学 スポ ー ツ 科学 学術 院 教授 原田 宗彦 氏 


第 2 部 幸福 度 指標 を めぐ る 展開 と 課題 


国内 外 で 取り 組ま れ て いる 幸福 指標 を 活用 し た 政策 展開 の 状況 や 今後 の 可能 性 、 岩 手 県 
の 取組 の 特徴 な ど に つい て 紹介 し ます 。 


京都 大 学 こ ころ の 未来 研究 セン ター 教授 広井 良典 氏 


第 3 部 「 希 望郷 いわ て 」 O 今 


"県 民 の 幸福 感 の 現状 " と し て 、 県民 意識 調 査 の 調査 結果 を 紹介 し ます 。 ま た 、『 県 民 の 
幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 ' と し て 、「 い わ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028)] 
に 掲げ る 10 の 政策 分 野 の 政策 評価 結果 を 紹介 し ます 。 


第 4 部 デー タ 編 


第 3 部 で 使用 し た デー タ を 一 覧 で 紹介 し ます 。 


第 1 部 
令 和 2 年 の 幸福 トレ ンド 


第 1 部 令 和 2 年 の 幸福 トレ ンド 
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第 1 部 倒 和 2 年 の 幸福 トレ ンド 
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に SEl - 
六 
| 
ー 党 先生 は 、 地 方 自治 ・ 地 域 政策 を 御 専門 と され 、 地 


方 創 生 に 関す る 検討 会 等 に 委員 と し て 参画 され まし た 。 ま 
ず 、 地方 創 生 を 巡る 動き に つい て お 聞か せく だ さい 。 








辻 教授 地方 創 生 の 目的 は 、 人口 の 減少 に 歯止め を か け 
て 、 そ れ ぞ れ の 地域 で 住み よい 環境 を 確保 し 、 将来 に わた っ 
て 活力 ある 日 本 社会 を 維持 する と ころ に あり ます 。 この た 
め 、 岩 手 県 を は じ め と し た 全国 の 自治 体 や る 還 は 、 そ れ ぞ れ 
の 戦略 と 数 値 目標 を 定め た 「 総 合戦 略 ] に 取り 組ん で きま 
し た 。 これ まで に 最初 の 5 年 間 で ある 第 1 期 が 終了 し まし 
た 。 順調 に 達成 され て いる 数 値 目標 が 数 と し て は 多かっ た 
の で す が 、 最も 力 を 入れ て いた 「 東 京 圏 へ の 年 間 転 入 超 過 
数 を ゼロ に する |] と いう 数 値 目標 は 、 約 10 万 人 弱 (2013 
年 ) が さら に 14 万 人 強 (2019 年 ) に 拡大 する な ど 、 事 態 が 
悪化 し て し まい まし た 。 実際 、 各 地域 の 人 口 減少 や 超 高 齢 
化 は さら に 進ん で し まっ て いま す 。 この よう な 状況 を 反省 し 
て 、 国 は 昨年 12 月 に 第 2 期 の [総合 戦略 ] を 策定 し 、 現在 、 
各自 治 体 が 第 2 期 [総合 戦略 ] の 策定 を 進め て いま す 。 






































































































































































































































ーー 岩手 県 で も 、 令 和 2 年 度 か ら 、 第 2 期 [総合 戦略 」 
に 当たる 「 第 2 期 岩手 県 ふる さと 振興 総合 戦略 ] が スタ ー 
ト し ます 。 地方 創 生 に 関す る 現状 や 課題 に つい て 、 どの よ 
うに お 考え で し ょ うか 。 





辻 教 授 人 口 減少 は 、 出生 数 を 死亡 数 が 上 回 る 自然 減少 
と 、 転 入 数 を 転出 数 が 上 回 る 社会 減少 に 分 ける こと が で き 
ます 。 か つて 日 本 の 過疎 賠 が 悩ま せら れ た の は 、 後 者 の 社 
会 減少 で す 。 進学 や 就職 に 伴っ て 若者 が 圏外 に 流出 する こ 
と を 、 いか に 防ぐ か と いう こと が 最大 の 課題 で し た 。「 東 京 
圏 へ の 年 間 転入 超過 数 を ゼロ に する 」 と いう 数 値 目標 は 、 
まさ に その 集大成 で す 。 工業 団地 の 誘致 や ニュ ー タ ウン の 
造成 な どの 社会 動態 対策 に よっ て 、 条件 に 恵まれ た 小 規 模 
自治 体 は 、 短 期間 で 成果 を 示す こと も で きま し た 。 

し か し 、 現在 、 地方 に お ける 人 口 減少 の 最大 要因 は 、 社 
会 減少 で は な く 自 然 減少 で す 。 確か に 社会 減少 (東京 一 極 
集中 ) は 、 今 で も 続い て いま す が 、 そ の 程度 は 、 高度 成長 の 
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いわ て 幸福 白書 2020 








最盛 期 に 比べ る と 、 5 分 の 1 以下 に な る な ど 、 相当 程度 、 縮 
小 し て き て いま す 。 それ は 、 か つて は 大 人 に な っ て 東京 に 出 
て いっ た 子ども 自体 が 地方 に 少な く な っ て き て いる こと が 
反映 され て お り 、 人 口 の 自然 減少 は 、 今 後 さ ら に 拡大 し て い 
く こ と が 予測 され て いま す 。 

第 1 期 の [総合 戦略 ] に お いて も 、 保 育 料 無料 化 や 児童 
手当 の 拡充 、 待 機 児 の 解消 な ど 、 財 政 的 重点 は 明らか に 子 
き て 支援 策 等 の 自然 動態 対策 に 置か れ ま し た 。 ゼロ サム 
ゲー ム で 子育て 世帯 を 奪い 合う 自治 体 間 競争 を あお る 社会 
動態 対策 より も 、 出生 数 の 増加 に つなが る 自然 動態 対策 
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地方 創 生 


ー「 ふ る さと 振興 」 推進 の 観点 一 


ー 橋 大 学 大 学院 
法学 研究 科 教授 


坟 琢 也 


PROFILE 

SB a 
東京 大 学 大 学院 博士 号 取得 。 専 攻 は 行政 学 ・ 地 方 自治 論 。「 第 30 
次 、 第 31 次 地方 制度 調査 会 」 委 員 、「 税 制 調査 会 」 委 員 、「 地 方 創 生 
推進 交付 金 の あり 方 に 関す る 検討 会 」 座 長 等 を 歴任 。 





に 力点 を 置く こと は 、 施策 方 向 と し て 正しい と 、 私 は 思い ま 
す 。 た だ し 、 自然 動態 対策 が 効果 を あげ て 出生 数 の 増加 に 
結び 付く まで に は 、 か な り の 時 間 を 要 し ます 。 し ば らく は 、 
我慢 の 時 代 が 続く と 思い ます 。 

出生 率 回 復 に 成功 し た フラ ンス の 合計 特殊 出生 率 ' は 
1.87 で あり 、 希 望 出生 率 は 2.4 で す 。 これ に 対し て 2018 年 
の 日 本 の 出生 率 は 1.42 で す が 、 都 道府県 別に 見 て 最も 高い 
沖縄 県 の それ は 1.89 と な っ て いま す 。 ちな み に 、 日 本 の 希 
望 出生 率 は 1.8 で す 。 日 本 か ら 見 て フラ ンス は 、 理想 で は あ 
り ま す が 、 手 の 届か な い 水 準 で は あり ませ ん 。 現在 、 子 ども 
二 人 の 家庭 に も う 一 人 子ども を も っ て も らい や すい 環境 整 
備 と いう の が 、 出 生 数 増加 の 近道 か も し れ ま せん 。 フラ ン 
ス で は 、 こ こま で 出生 率 が 回 復 す る まで 、 第 二 次 世 界 大 戦 
直後 か ら 今 日 に 至る まで の 長い 歴史 が あり ます 。 岩手 県 に 
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も 目先 の 派手 な 子育て 支援 策 で は な く 、 末 永く 継続 され る 






































[ 息 の 長い 安定 し た |] 取組 を 実施 し て 欲し いと 思い ます 。 





ーー 人 口 の 社会 減少 に も 歯止め が か か ら な いこ と に つ 


いて は 、 ど の よう に 考え れ ば よい で し ょ うか 。 








辻 教授 今日 の 人 口 の 社会 減少 に 関し て は 、 次 の 二 つ の 点 

















に 留意 する こと が 必要 で す 。 一 つ は 、 人 口 の 社会 減少 が 、 











必ず し も その 地域 社会 の 弱 さ や 魅力 の 乏 し さ を 意味 する も 
の で は な いと いう こと で す 。 大 学 な どの 高等 教育 機関 が 限 





























られ て いる 地方 園 に お いて は 、 子 ども が 高校 を 卒業 する と 














| 





き に 、 ど うし て も 一 度 は 、 地元 を 離れ ます 。 東京 園 へ の 転 H 











超過 数 が 大 きい の は 、 仙台 市 や 札幌 市 と いっ た 政令 指定 都 

















市 で す 。 逆 に 無 居住 地域 と な る と 、 そ の 地域 か ら 出 て いく 















































目標 で は 、 必ず し も な い の で す 。 

















人 も いな く な り ま す の で 、 社 会 減少 も ゼロ に な り ま す 。 つま 
人 社会 減少 ゼロ は 、 当該 地区 の 地域 力 向上 を 示す 的 確 な 


若者 の 心理 と し て 、 東京 や 世界 で 一 度 は 活躍 し て みた い 
と 考え る の は 、 健全 で は な いで し ょ うか 。 そう し た 外 で の 経 
験 が あっ て は じ め て 、 地方 圏 の 暮らし や すさ や 仕事 の や り 
が い を より よく 実感 する こと も で きま す 。 そし て 、 そ の よう 




















な 人 た ち を 人 生 の 各 ス テー ジ で |・J・U り ター ン と いう 形 で 、 












































地方 に 呼び 戻し た り 、 迎え た りす る 戦略 が 、 重要 だ と 思い 
ます 。 逆 に 大 都市 育ち の 若者 に 岩手 の 高等 教育 機関 で 学ん 











で も ら う 機会 を つく る こと も 効果 的 で す 。 

も う 一 つ は 、 米国 の みな ら ず 公国 、 独 国 な ど 、 先進 国 の 
自治 体 の 多く に お いて は 、 社 会 増加 の 最大 要因 が 、 外国 か 
ら の 転入 者 に な っ て いる と いう こと で す 。 北海 道 は 、 第 1 期 
の 総合 戦略 を 通じ て 、 人 口 の 社会 減少 を 半減 させ する こと に 
成功 し まし た が 、 そ の 最大 の 要因 は 、 外国 か ら の 転入 者 の 
増加 で す 。 今後 、 日 本 国内 の 労働 者 不足 が 深刻 化す る と 、 こ 
うし た 傾向 に 拍車 が か か る こと が 予想 され ます 。 この まま 
の 出生 率 で 100 年 後に 現在 の 労働 力 人 口 を 維持 し よう と す 
る と 、 約 半分 を 外国 人 に 依存 する こと に な る と いう の が 、 
東京 都 の シミ ュ レ ーション で す 。 外国 人 を ター ゲッ ト に 、 社 
会 増加 を 加速 させ る 戦略 も 考え られ ます が 、 そ の 是非 に つ 
いて は 、 県 民 の 中 で 見 解 が 分 か れ そ う で す 。 いずれ に し まし 
て も 、 外国 人 を 受け 入れ て いく た め に 、「 共 生 」 と いっ た 観 
点 を し っ か り 持 つこ と が 重要 で す 。 出生 率 が 2.0 を 下回っ て 
いる 先進 還 に お いて は 、 外国 か ら の 転入 者 を 除い て 、 人 口 
維持 を 考え る こと が 非 現実 的 に な っ てき て いま す 。 













































































































































































































































































ーー 最後 に 、「 幸 福 ] を テー マ と し た 「 い わ て 県 民 計画 
(2019~2028) 」 の 推進 に つい て 、 アド バイ ス を いた だ け 
れ ば 幸い で す 。 








辻 教授 住民 の 「 幸 初 ] の た め に 、 行 政 が 直接 で きる こ 
と と し て は 、 も し も の 不安 か ら 個々 の 県 民 を 「 守 る ] セー フ 
ティ ネッ ト を 充実 させ る こと な ど が あげ られ る の で は な い 
で し ょ うか 。 中 で も 超 高 齢 社会 に お いて は 医療 が 果たす 役 
割 は ます ます 大 きく な り ま す 。 この 点 に 関し て 、 岩手 県 に は 
誇る べき 実績 が あり ます 。 か つて は 短命 や 医師 不足 が 地域 
課題 と され る 中 、 岩 手 県 は 単独 で 実に 多額 の 財政 負担 を 
し な が ら 、 全国 で 最多 の 県 立 病 院 を 有 し 、 最前 線 で 住民 に 
サー ビス を 供給 し て きま し た 。 まさ に 候 の 長い 自然 動態 対 
策 を 、 単独 で 実施 し て きた 数 少な い 都 道府県 の ー つ な の で 
す 。 今後 、 県 民 の さら な る 幸福 度 向上 を 図る た め に は 、 長 
期 に わた っ て 何 を 継続 的 に や っ つて いか な けれ ば な ら な い の 
か 。 県 民 の 本 音 に 立ち 返っ て 、 丁寧 に 調べ て 欲し いと 思い ま 
す 。 それ は 、 また 、 大 変 な 財政 負担 に もち なり ます の で 。 

SNS? や Al (人 工 知能 ) 、 ビ ッ グ デー タ * な ども 活用 し 
て 、 県 民 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 図り な が ら 、 双方 向 で [ 幸 
福 度 ] を 高め て いた だ きた いと 思い ます 。 









































































































































































































































【 脚 注 】 
合計 特殊 出生 率 : 統 計上 の 指標 で 、 一 人 の 女性 が 15 歳 か ら 49 歳 ま 
で に 生む お 子ども の 数 の 平均 。 

2 SNS:Social Networking Service( ソ ー シ ャ ル - ネ ッ ト ワ ー キ ング -・ 
サー ビス ) の 略 。 人 と 人 と の 社会 的 な つなが り を 維持 促進 する 様々 
な 機能 を 提供 する 、 会 員 制 の オン ライ ン サ ービス 。 

3 ビッ グ デ ー タ : 従 来 の デー タベース 管理 シス テム な ど で は 記録 や 保 
管 、 解 析 が 難し いよ うな 巨大 な デー タ 群 。 
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デジ タル トラ ンス フォ ー メ ーション に よる 
Society5.O の 実現 5 C、 よ り 豊 か な 未来 の 到来 一 


株 式 会 社 NTT ド コモ 


吉澤 和弘 兵 


代表 取締 役 社 長 


は じ め に 
ー 価 値 の 「 協 創 」 に 向け た ドコ モ の 取組 ~ 


























本 は 今 、 気 候 変 動 や 少子 高齢 化 な ど 、 さ ま ざ ま な 課題 
に 直面 し て いま す 。 この よう な 課題 を 解決 し 持続 可能 な 未来 
を 実現 する こと は 、 社 会 全体 で の 取組 で あり 、 私 た ち ド コモ 
も 、 通 信 事 業者 と し て 果たす べき 社会 的 責任 の 遂行 、 そ し て 
社会 課題 の 解決 や 新た な 価値 の 創造 へ の 挑戦 に 取り 組ん で 
いま す 。 
ョ 在 ド コモ は 、「 付 加 価 値 協 創 企 業 ] と し て パー トナ ー の 
皆さま と の |[ 协 创 ] に 取り 組ん で いま す 。 ドコ モ だ け で で きる 
こと は 限ら れ て お り 、 ド コモ の モバ イル ネッ トワ ー ク や 顧客 
基盤 、 安全 な 決済 シス テム な どの ビジ ネス アセ ッ ト " を 、 幅 広 
い パ ー ト ナー の 皆さま に 活用 いた だ く こ と で [新しい 価値 
を 協 信 で きる と 考え 、 中 期 戦 略 2020 「Deyond 宣 言 」 を 策 
定 し まし た 。「 お 得 ・ 便 利 ] 、「 楽 し さ ・ 入 き ] 、[ 满 足 : 安心 | 
と いっ た お 客 さ ま へ の 価値 の 提供 、 そ し て [産業 へ の 貢献 ] 、 
[社会 課題 解決 ・ 地 方 創 生 ] 、「 商 流 拡 大 ] と いっ た パー ト 
ナー の 皆さま と の 社会 へ の 価値 の 協 創 を ドコ モ は めざし て 
いま す 。 
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5G の 展開 に よる 社会 の 変革 ・ 持 続 可 能 性 

















今年 の 春 か ら 5G (第 5 世代 移動 通信 シス テム ) の 商用 
サー ビス が スタ ー ト し ます 。 私 は 、 5G の 意義 と は 、 デ ジタル 
トラ ンス フォ ー メ ーション (DX) ? に ある と いう 言い 方 を し て 
いま す 。 | oT?、Al、xR* (AR、VR、MR) 、 フ ラウ ド *、 そ 
し て 5G と いっ た デジ タル 技術 を 活用 し 、「 情 報 の 共有 化 」 、 
[状況 の 可視 化 ] 、「 処 理 ・ 判 断 の 最適 化 ] を 行う こと で 、 
[生産 性 の 向上 ] 、「U1 ン UX (ユー ザー 体験 ) の 抜本 的 な 
改善 | 、[ 革 新 的 な サー ビス の 創出 」 と いっ た 変革 が 実行 さ 
れ ま す 。 これ ら の 変革 に よる 社会 像 が [Society5.0] と も 言 
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われ て いま す 。 私 は 、 こ の DX を 支え る 技術 の うち 一 番 太 い 
柱 に な る の が 5G で あり 、 5G の 展開 に より DX が 実現 する 
変革 が 、 新 た な 価値 創出 や 社会 的 課題 の 解決 に つなが っ て 
いく と 考え て いま す 。 

5G の 特徴 は 大 きく 3 つ あ り ま す 。 高速 大 容量 、 低 遅延 、 
多数 接続 で す 。 特に 高速 大 容量 、 低 遅延 を 組み 合わ せる こ 
と に よる 価値 は 大 きい と 考え て いま す 。 鮮明 な 映像 を ほ と 
ん ど 遅 延 な く < 送る こと が で きる た め 、 例え ば 、 企業 向け の ソ 
リュ ーション "と し て は 遠隔 診療 や 建設 機械 の 遠隔 制御 を 、 
ある い は 一 般 消 費 者 向け の サー ビス と し て は ミュ ー ジ ッ ク ラ 
イブ の 了 臨場 感 あ ふれ る 映像 を ほぼ ば リアル タイ ム で 提供 で きる 
よう に な り ま す 。 多数 接続 に 関し て は 、 高速 大 容量 、 低 遅延 















































































































































pe- 







































































と 同時 に は 実現 し ませ ん が 、 例え ば 設置 で きる セン シン グ デ 








バイ ス " の 数 が 格段 に 増え る た め 、 スマ ー ト シテ ィ や 農業 1C 
の 高度 化 に 活用 で きる よう に な り ま す 。 
































科学 技術 を 活用 し た 地域 振興 の 展望 


ISociety5.0] は 少子 高齢 化 の よう に や が て 訪れ る も の 
で は な く 、 創り 上 げ て いか な けれ ば 実現 で きる も の で は あり 
ませ ん 。 また 、 5G を 導入 する だ け で 課題 が 解決 する も の で 
も あり ませ ん 。 5 ご は あく まで 手段 で あり 、 重要 な こと は 5 
G を は じ め と し た 科学 技術 を 活用 する ソリ ュー ショ ン の 創出 
で す 。 これ に は 、 そ れ ぞ れ の 分 野 で 強み を 持つ 幅広 い パ ー ト 
ナー の 皆さま と の 協 創 が 必須 に な り ま す 。 協 創 で 社会 的 課題 
を 解決 する た め に 、 5G ネ ットワーク で あれ ば 、 も ちろ ん ドコ 
モ が 提供 し 、 プ ラッ ト フ ォ ー ム "も 私 た ち が 構 築 で きる と ころ 
が あり ます 。 し か し な が ら 、 そ の 上 で 実際 に ソリ ュー ショ ン ・ 
サー ビス を 実現 する に は パー トナ ー の 皆さま と 一 緒 で な けれ 
ば で きま せん 。 
特に 、 科 学 技術 を 活用 し た 地域 創 生 の 方 向 性 や ビジ ョ ン 
の 検討 に お いて 主役 と な る の は 、 や は り 自 治 体 や 、 地域 経済 






















































































































































































に 影響 力 を 有する 企業 、 そ し て 大 学 を は じ め と する 高等 孝 
機関 だ と 考え て いま す 。 この よう な 背景 か ら 、 ド コモ で 
は 、 地 域 の 皆さま と 一 緒 に 1C 征 を 活用 し た 「 協 創 ] で 課題 
解決 を 進め て いく こと を めざし た イベ ント 開催 や プロ グラ 
ム を 全国 で 展開 し 、 一 次 産業 や 医療 介護 の 分 野 で の 人 手 不 
足 問 題 の 解消 な ど 、 社 会 的 課題 解決 に 向け た 取組 を 進め て 



































































































































岩手 に お ける 科学 技術 の 実装 の 可能 性 


ドコ モ で は 「5G オ ー プ ン パ ー ト ナー プロ グラ ム 」 と 称し 
て 、 幅広 い 分 野 か ら 多 く の 皆 さん に ご 参加 いた だ いて お 
り 、 2019 年 示現 在 、 岩手 県 で は 34 の 、 東北 エリ ア で は 
248 の 企業 ・ 団 体 の 皆さま に 参加 いた だ いて お り ま す 。 特 
に 東北 エリ ア で は 、 東日本 大 震 災 以降 の [復興 支援 か ら 産 
業 振興 へ の 取組 ]」 、[ 産 官学 連携 に よる 取組 」 、「5G 時 代 
を 見 据え た 新た な 協 創 の 取組 ] を 行っ て いま す 。 
復興 支援 か ら 産 業 振興 へ の 取組 ] で は 、 例 
の 酒蔵 で 、 岩 手 の 酒 米 [ 結 の 香 ] の 生産 か ら 、 醸造 、 流通 に 
| oT セ ン サ ー を 活用 し た 取組 を 行っ て いま す 。 フラ ンス の 
ワイ ン が 地元 の ぶどう か ら 作 られ る よう に 、 日 本 酒 に つい 
て も 10oT を 活用 し た 地元 の お 米 で 地元 の お 酒 を 作ろ うと 
いう 取組 で す 。 
産 官学 の [学 | に 関し て 、 大 学 と の 連携 で は 、 2018 年 7 
3 より 岩手 大 学 と 協定 を 締結 し て 取り 組ん で いま す 。 地場 
産業 と し て 岩手 大 学 が 力 を 注い で いる 一 次 産業 を 中 心 に 、 
[産業 振興 |] 、[ 先 端 技術 ] 、「 人 材 育成 ] を 柱 と し て 1CT 
を 活用 し 、 地域 創 生 を 目指 し た 取組 で す 。「| oT 養鶏 シス 
二 人 | や [産業 動物 遠隔 診療 ・ 診 断 シ ステ ム 」 な どの 実証 実 
験 を 進め て いま す 。 
「5G 時 代 を 見 据え た 新た な 協 食 の 取組 」 の 事例 と し て 、 
ドロ ー ン と AR スマ ー ト グラ ス " を 組み 合わ せ た 遠 隔 で の ビ 






























































































































































































































































































































































































































































PROFILE 





よし ざわ ・ か ず ひ ろ 
1979 年 に 岩手 大 学 工学 部 を 卒業 し 、 日 本 電信 電話 
公社 ( 現 山 NTT) に 入社 。1992 年 に エヌ ・ テ ィ ・ テ ィ 


移动 通信 网 


帽 ( 現 山 NTT ド コモ ) 、2016 年 6 月 か ら 


同 代表 取締 役 社長 (現職 ) 。 














ル 外 壁 点検 を 東北 エリ ア で 実施 し まし た 。 5G を 活用 する 
こと で 、 遠隔 で も 、 現場 さながら の 情報 を 取得 で きる よう 
に な る た め 、 点検 稼働 の 削減 や ノウ ハウ 共有 へ 寄与 で きる 
と 考え て いま す 。 










































































最後 に 、 繰り 返し に な り ま す が 、「Society5.0] は 、 や が 
て 訪れ る も の で は な く 、 創り 上 げ て いか な けれ ば 実現 で き 
な いも の で あり 、 そ の 実現 に 向け た デジ タル トラ ンス フォ ー 
メー ショ ン を 、 岩手 の 皆さま と 一 緒 に 取り 組ん で いき た い 
と 思い ます 。 そし て 、 そ の 取組 が 「 お 互い に 幸福 を 守り 育て 
る 希望 郷 い わ て ] の 一 助 に な れ ば 、 望 外 の 喜び で す 。 






























































【脚注 】 
1 ビジ ネス アセ ッ ト : 企 業 等 に お ける 事業 資産 。 
2 デジ タル トラ ンス フォ ー メ ーション (DX): ウ メオ 大 学 ( ス ウェ ー デ ン ) 
の エリ ッ ク - ス トル ター マン 教授 が 2004 年 に 提唱 し た 概念 。ICT の 
浸透 が 人 々 の 生活 を あら ゆる 面 で より 良い 方 向 に 変化 させ る こと 。 
loT:Internet of Things( モ ノ の イン ター ネッ ト ) の 略 。 様 々 な モノ 
が イン ター ネッ ト に 接続 され 、 情 報 交 換 す る こと に より 相互 に 制御 す 
る 仕組 み 。 
xR:AR(Augmented Reality: 拡 張 現実 )、VR(Virtual Reality: 
仮想 現実 )、MR(Mixed Reality : 複 合 現実 ) の 総称 。 
クラ ウド :Cloud Computing( フ ラウ ドコ ン ピ ュ ー テ ィング ) の 申 称 。 
デー タ 等 の コン ピュ ー タ ー 資 源 を ネッ トワ ー ク 経由 で 利用 する 仕組 
Ho 
6 ソリ ュー ショ ン : 企 業 が 抱え る ビジ ネス や サー ビス に 関す る 課題 等 
の 解消 を 図る こと 、 又 は 解消 の た め の 情 報 シ ステ ム 。 
7 セン シン グ デ バイ ス : 温 度 や 音量 、 明 る さ な ど 、 様 々 な 情報 要素 を 
収集 計測 、 数 値 化 する 装置 。 
8 プラ ッ ト フ ォ ー ム : 情 報 通信 技術 を 利用 する た め の 基 盤 と な る ハー 
ドウ ェ ア ソフ トウ ェ ア ネッ トワ ー ク 事業 等 。 ま た 、 そ れ ら の 基盤 技 
術 。 
AR スマ ー ト グラ ス :AR( 拡 張 現 実 ) の 機能 を 備え た 、 メ ガ ネ の よう 
な 形状 の ウェ アラ ブル デバ イス ( 身 に つけ る ICT 端 末 )。 
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ーー 昨年 の ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 上 "、 そ し て 今年 
の 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク に つい て 、 ど の 
よう な チャ ンス と 捉え 、 生か し て いく べき で し ょ うか 。 


原田 教授 我々 が よく 使う 言葉 に 、「 レ ガ シ ー (遺産 ) 」 と 
いう も の が あり ます 。 レガ シー は 、 そ うし た 大 き な 大 会 の 後 
に 残る 、 ノ 特に ハー ド の 部 分 が 大 きい の で す が 、 そ れ を 、 さ ら 
に [へ ヘリテージ (継承 ) 」 に まで 持っ て いく べき と 考え て い 
ます 。 それ は ライ フス タイ ル と か 、「 幸 せ ] を 感じ る よう な 長 
期間 の 効果 に し て いく と いう こと で す 。 た だ し 、 どう すれ ば 

「 ヘ へ ヘリテージ ] に つなが る か と いつ う 方程式 は あり ませ ん 。 

本 気 で レガ シー を 生か す た め に は 、 そ の レガ シー を 継続 
で きる 仕組 み が 必 要 で す 。 岩手 県 外 か ら 様 々 な 人 が 集え る 
よう な 、 スポ ー ツ ツー リズ ム の 仕組 み を つく る こと が ビッ グ 
イベ ント の レガ シー、 あ る い は ヘリテージ に つなが る と 考え 
て いま す 。 


























ーー スポ ー ツ と 地域 振興 の 関連 性 に つい て は 、 どう お 考 
え で し ょ うか が 。 





原田 教授 も の すご く 上 等 な 肉 を 焼 こう と 思っ て も 、 鉄板 
を 熱く し て お か な いと 、 お いし い 肉 は 焼け ませ ん 。 又 水 一 
イベ ント も 同様 で 、 なぜ ラグ ビー ワー ルド カッ プ で 釜石 が 成 
功 し た か と いえ ば 、 や は り 、 新日鉄 釜石 の ラグ ビー の 伝統 が 
あり 、 市 民 の ラグ ビー へ の 思い が あっ て 、 鉄板 が 熱かっ た か 
ら で は な いで し ょ うか 。 

鉄板 が 熱い と いう こと は 、 ビ ッ グ イベ ント を 成功 させ た 
り 、 そ れ を スポ ー ツ ツー リズ ム に つなげ た り 、 スポ ー ツ と 文 
化 や 観光 を 結び 付け る こと に つなが っ て いき ます 。 

岩手 に は 、 プロ バス ケッ ト ボ ー ル チー ム の [岩手 ビ ッ グ ブ 
ルズ ] や 、 プロ サッ カー チー ム の 「 い わ て ブ グルー ジャ 盛岡 」 
が あり ます 。 プロ スポ ー ツ 全般 の 話 と し て 、 人 が 集まら な け 
れ ば 、 プ ロス ポー ツ は 成り 立ち ませ ん 。 地域 、 コ ミュ ニテ ィ 
全体 の 熱 度 の レベ ル を 上 げ て いく こと が 大 事 で す 。 
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ーー 先生 は 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019 上 ツ の 開催 地 で 
幸福 度 」 に つい て の 調査 を 行っ た そう で す が 、 そ の 調査 
を 踏ま えて どの よう な 感想 を お 持ち で すか 。 


原田 教授 ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 上 ゆ の 開催 地 12 都 
市 で [幸福 度 ] に つい て の 調査 を 実施 し まし た 。 結果 に つ 
いて は 分 析 中 で す が 、 ワ ー ル ドカ ッ プ が 行わ れ た 後 の 幸 福 
感 に つい て は 残し て いか な けれ ば な ら な いと 考え て いま す 。 
レガ シー は 残り まし た が 、 これ を へ ヘリ テー ジ と し 、 継承 し て 
いく た め に は 、 や は り 、 持続 的 な 仕組 み が な けれ ば な ら な 
いと 思い ます 。 鉄板 を 温め 続け る こと が 大 事 で す 。 





























スポ ボー ツ 振興 


ー ビ ッ グイ ベン ト の レガ シー と その 継承 一 


早稲 田 大 学 
スポ ー ツ 科学 学術 院 教授 


原田 宗彦 氏 


PROFILE 


は ら だ ・ む ね ひこ 
ペン シル バニ ア 州 立 大 学 体育 ・ レ クリ エー ショ ン 学 部 博士 課程 修了 。 
国 や 自治 体 の スポ ー ツ 振興 に 係る 研究 会 等 の 委員 を 歴任 。 一 般 社 
団 法人 日 本 スポ ー ツ ツー リズ ム 推 進 機構 会 長 を 務め る 。 


ーー ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 上 "で は 、「4 年 に 一 度 
じゃ な い 。 一 生 に 一 度 だ 。」 と いう コピ ー が 使わ れ て いま し 
た 。 東 京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク が 開催 され る 令 
和 2 年 は 、 岩 手 に と っ て も 日 本 に と っ て も 、 ス ポー ツ 界 に と っ 
て 数 十 年 に 一 回 の 特別 な 年 と 考え て よろ し い の で し ょ うか 。 

















原田 教授 国 の 予算 案 な ど を 見 る と 、 東京 2020 オ リン 
ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク を ピー ク に 、 今 後 、 競技 スポ ー ツ に 
と っ て は 厳し い 時 代 を 迎え つつ ある の か な と 思っ て いま す 。 
その 中 で 、 スポ ー ツ 庁 の 地域 振興 の 予算 は 割 と し っ か り と 
付い て いま す 。 

競技 スポ ー ツ か ら 地 域 ス ポー ツ へ と いう 流れ が ある 中 で 、 
オリ ン ピ ッ ク の メダ ル を 取る と か 、 そ うい うこ と は いっ た ん 置 
いて お いて 、 万 民 を 幸せ に する よう な 、 そ うい う ス ポー ツ 振 
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興 、 地 域 振興 と いう こと が ます ます 大 切 に な っ て きま す 。 





ーー スポー ツ と いう コン テン ツ を 通じ た 海外 と の 交流 も 
重要 に な っ て くる で し ょ うか が 。 


原田 教授 人 口 減少 に 歯止め み を か ける こと は 、 非 常に 大 き 
な 課題 で す 。 イン バウ ンド の リピ ビー ター が 多い 状況 に あり ま 
す が 、 リ ピー ト 率 が 高 ま れ ば 高まる ほど 、 地方 に 足 を 向け る 
人 の 割合 が 高く な る と と も に 、 旅行 支出 が 増え る 傾向 に あ 
り ま す 。 

それ ぞ れ の 地域 に は 、 様 々 な 宝物 が あり ます 。 岩手 で は 









































スキ ー が 盛ん で すし 、 サ イク リン グ や トレ ッ キ ング に 適し た 
上 り ま す 。 岩手 は 、 そ うし た 地域 資源 を 活用 し 
た 、 ス ポー ツ を 通じ た 地域 振興 の 大 き な 可 能 性 を 持っ て い 
る と 思い ます 。 



























































一 一 スポ ー ツ 振興 を 図っ て いく 上 で の 課題 に つい て お 
聞か せく だ さい 








原田 教授 課題 は 「 人 」 に 尽き ます 。 スポ ー ツ イベ ント な ど 
を 成功 させ る た め に は 、 他 地域 の 人 や 若者 の 力 が 必要 で す 
し 、 外国 人 に 参加 し て も ら う こと も 重要 だ と 思っ て いま す 。 
地元 の 人 が 気付 か な い 観光 資源 も あり ます し 、 外国 人 が 桜 
と な っ て 、 スポ ー ツ イベ ント を 通じ た 町 お こし に 取り 組ん で 
いる ケー ス も あり ます 。 












































「 人 」 以外 で は [官民 連携 の 仕組 み 」 が 挙げ られ ます 。 民 
間 の 力 を どこ まで 使っ て いけ る か と いう こと だ と 思い ます 。 
成功 事例 と し て 、 例え ば 、 静岡 県 の 沼津 市 立 少年 自然 の 家 
の 例 が あり ます 。 公募 型 プ ロ ポ ー ザ ル を 実施 し て 、「 イ ン ザ 
パー ク | と いう 名 前 で 運営 し て いま す 。 球体 テン ト を 設置 し 
人 人 本館 を ちょ っ と お し ゃ れ に し た り し て 、 従 来 の 集団 の 
習 の 場 か ら 、、 そ こ に し か な いよ うな スペ シャ ル な 場所 に 変 
、 今 、 大 流行 し て いま す 。 官民 連携 と いう 形 は 、 こ れ か 
スポ ー ツ の 世界 で も ます ます 重要 に な る と 思い ます 。 













































































性 まま に 




















ーー 伝統 芸能 と スポ ー ツ を 結び 付け た 事例 が あれ ば 教 
えて くだ さい 

原田 教授 例え ば 、 青 森 県 十和田 市 で は 、 桜 流 鐘 馬 と いう 
も の が 行わ れ て いま す 。 これ は 、 も と も と は 地元 の 方 が 奉納 
する た め の 儀 式 で す が 、 満 開 の 桜 並木 の で 、 演出 を 加え た 
り 、 地 元 の 女子 高生 を トレ ー ニ ング し て 騎士 に し た り 、 観 光 
振興 の 視点 で 商品 を 磨き 上 げ て いま す 。 
武道 ツー リズ ム な ども 、 こ の よう な 観点 が 一 番 必 要 か も し 
れ ま せん 。 日 本 全国 に 道場 が あっ て 、 日 本 全国 に 師範 が いま 
す 。 外国 人 は 、 日 本 的 な 伝統 文化 に 感動 する 傾向 が あり ます 。 























































































































ーー 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク に より 、 地 
方 に どの よう な 好 影 響 び も た ら さ れる と お 考え で すか 。 


原田 教授 オリ ン ピ ッ ク を 契機 と し て 日 本 の プレ ゼン ス が 
高まり 、 オ リン ピッ ク の 後に イン バウ ンド の 第 二 次 成長 期 
が 来る の で は な いか と 思っ て いま す 。 

ロン ドン で は 、 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 開 催 年 の 
2012 年 に は イン パウ ンド が 約 3 千 万 人 、 現在 で は 約 4 千 万 
人 に な っ て いま す 。 

政府 で は 、 2030 年 に イン パウ ンド を 6 千 万 人 と する こと 
を 目標 と し て いて 、 対応 する 施策 を 展開 する と 思い ます の 
で 、 地方 で も それ を 見 据え て 準備 し て いく こと が 大 事 で は 
な いで し ょ うか 。 







































































ーー 最後 に 、 ス ポー ツ と [幸福 度 」 の 関係 を 踏ま えた 岩 
手 へ の エー ル や 、 岩手 へ の 期待 な ど を お 聞か せく だ さい 





原田 教授 岩手 に 限ら ず 、 東北 全体 、 全国 で 人 口 減少 が 進 
ん で いま す 。 人 口 減少 が 進む と いう こと は 、 一 方 で 、 自然 が 
増え る と いう こと に も つなが る の で は な いで し ょ うか 。 
自然 な どの 資源 や 眠っ て いる 資源 を 最大 限 活用 すべ き と 
いう こと が 、 岩手 県 へ の エー ル で す 。 

岩手 県 全体 を ハッ ピー に する に は 、 岩手 の 豊か な 自然 
を 生か し た スポ ー ツ ツー リズ ム に より 、 交流 人 口 の 増加 を 
図っ て いく こと が 重要 だ と 思い ます 。 

















































































































第 1 部 令 和 2 年 の 幸福 トレ ンド 
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第 2 部 幸福 度 指標 を めぐ る 展開 と 課題 


幸福 度 指標 を めぐ る 展開 と 


一 [幸福 政策 」 は 可能 か 一 


京都 大 学 こ ころ の 未来 研究 セン ター 教授 


広井 良典 氏 


[幸福 」 あるいは 「 し あわ せ 」 と は 一 体 何で し ょ 
うか 。… そ の よう に あら た め て 問わ れる と 少々 答え 
に 窮 し て し まい ます が 、 人 は 誰 し も 何ら か の 形 で 
[幸福 | を 求め て 生き て いる こと は 確か で し ょ う 。 
その 中 身 に つい て は 、 心 身 の 健 康 、 衣 食 住 な ど 生 
活 の 基本 的 な 安定 、 人 と の つなが り (家族 、 地 域 、 社 
会 ) 、 愛情 、 自 分 が 人 か ら 認 め ら れ た り 感 謝 さ れ た り 
する こと 、 自 分 に と っ て の 「 夢 ] の 実現 等 々 、 幅 広い 
側面 が あり 、 一 言 で 簡単 に は 言い 尽く せ ず 、 ま た 、 万 
人 に ある 程度 共通 する 面 と 、 個 人 に よっ て 多様 で あ 
る 面 の 両方 が ある と いう こと も 言え そう で す 。 
こう し た 「 幸 福 」 と いう テー マ に つい て 、 こ れ ま 
で は 哲学 者 や 作家 、 宗 教 家 な ど が 論じ る こと が 多 
か っ た と 思わ れ ま す が 、 近 年 で は 、 そ れ を 心理 学 や 
経済 学 等 の 学問 的 な 探究 の 対象 と し た り 、 幸 福 の 度 
合い を 何ら か の 形 で 客観 的 に 把握 し 、 そ れ を 様々 な 
[政策 」 に 反映 させ て いこ うと いう 動き が 国内 外 を 
通じ て 高まっ て いま す 。 

た と えば 、 ヒ マラ ヤ の 麓 に 広がる アジ ア の 小国 
ブ プー タン の 「GNH (グロ ス ・ ナ ショ ナル ・ ハ ピ ネ 
ス 、 国 民 総 幸福 量 ) 」 は 既に 広く 知ら れ て お り 、 こ 
れ は 従来 の GN P と いっ た 経済 指標 だ け で は 測定 で 
き な い 、 よ り 広 い 意 味 で の 人 々 の 「 幸 福 ] 在 指标 化 
し 、 国 の 目標 に し よう と いう も の で 、 国 際 的 に も 大 
き な 影 響 を 与え て いま す 。 




















また 、 フ ラン ス の サル コジ 大 統領 (当時 ) の 委託 
を 受け て 、 ノ ー ベ ル 経 済 学賞 を 受賞 し た ステ ィ グ 
リッ ツ や セン と いっ た 著名 な 経済 学者 が 、2010 年 
に 「GD P に 代わ る 指標 」 に 関す る 報告 書 を 刊行 し 
て いま す が 、 こ こ で も 「 豊 か さ ] や 「 幸 福 (VWWell- 
Being) 」 の 意味 が 根本 か ら 問 い 直 され て いま す 。 
こう し た 展開 と 前 後 し て 、 先 進 諸国 の 集まり で あ 
る OECD (経済 協力 開発 機構 ) も 「Better Life 
Initiative (より よい 生活 に 向け た イニ シア チ ブ ) 」 
と 呼ば れる プロ ジェ クト を スタ ー ト させ 、2011 年 
に は 幸福 度 指標 に 関す る 報告 書 を まとめ 、 さ ら に 続 
編 を 逐次 公刊 し て いま す 。 

日 本 国内 の 動き は どう で し ょ うか 。 日 本 の 市 町 村 
(基礎 自治 体 ) の 中 で 、 幸福 度 に 関す る 政策 を 先駆 
的 に 進め て きた の は 東京 都 の 荒川 区 で す 。 同 区 は 
2005 年 に 「GAH (グロ ス ・ ア ラ カ ワ ・ ハ ピ ネ ス 、 
荒川 区 民 総 幸福 度 ) 」 を 提唱 する と と も に 、2009 年 
に は 区 独自 の シン クタ ンク と し て 荒川 区 自治 総合 研 
究 所 を 設立 し 、 住 民 の 幸福 度 に 関す る 調査 研究 や 指 
詩 づ くり に 着手 し 、2012 年 に 6 領域 、46 項 目 に わた 
る 独自 の 幸福 度 指標 を 策定 し 公表 し まし た 。 並行 し 
て 、「 子 ども の 貧困 ] 、「 地 域 力 | と いっ た テー マ 
を 順次 取り 上 げ 、 幸福 度 に 関す る 研究 を 具体 的 な 政 
策 に つなげ る 試み を 行っ て き て いま す 。 
さら に 、 以 上 の よう な 展開 に 共鳴 し た 全国 各地 の 


























PROFILE 


ひろ い ・ よ し の り 


東京 大 学 大 学院 修士 課程 修了 (相関 社会 専 
攻 ) 。「 幸 福 度 」 に 係る 国 や 自治 体 の 研究 の 委員 
等 を 歴任 。 岩 手 県 に お いて は 、「 い わ て 県 民 計画 
(2019 一 2028)」 策 定 に 向け た 「 岩 手 の 幸福 に 
関す る 指標 」 研 究 会 の アド バイ ザー を 務め て いた 
だ いた 。 ま た 、 現 在 は 「 県 民 の 幸福 感 に 関す る 分 
析 部 会 」 の オブ ザー バー に 就任 いた だ いて いる 。 


市 町 村 が 、「 幸 サリ ー グ (住民 の 幸福 実感 向上 を 目 
指す 基礎 自治 体 連 合 ) 」 と いう ネッ トワ ー ク を 発足 
させ (2013 年 ) 、 幸 福 度 に 関す る 指標 づく りや 政 
策 展開 に つい て 様々 な 連携 を 進め て いま す (現在 約 
100 の 市 町 村 が 参加 ) 。 私 自身 も 顧問 の 一 人 と し て 
当初 か ら 関 わり を も た せ て いた だ いて いま す 。 

こう し た 日 本 で の 動き に お ける ポイ ント の 一 つ 
は 、 幸福 度 指標 を 地域 ある い は 「 ロ ー カ ル 」 な レベ 
ル で 作っ て いく と いう 点 に あり ます 。 た と えば 、 東 
京 で 作ら れ た 唯一 の 幸福 度 指標 を 日 本 全国 の 地域 に 
あて は め 、 そ うし た 単 一 の 尺度 で 評価 する こと が 妥 
当 と は 必ず し も 言え ませ ん 。 い わ ば 「 “幸せ " の モ 
ノ サ シ ] は 地域 に よっ て 多様 な 面 が ある は ず で 、 以 
上 の よう な 動き は 「 幸 せ を ロー カル な レベ ル か ら 考 
え 、 築 いて いく | と いう 、 近 年 起こ りつ つ あ る 新た 
な 時 代 の 流れ を 示し て いる と 思わ れ ま す 。 

そし て 、 都 道府県 の レベ ル で も 幸福 度 指標 に 関す 
る 様々 な 動き が 進ん で いま す が (熊本 県 、 福 井 県 、 
三重 県 、 兵 庫 県 な ど ) 、 私 が 見 る 限り 、 全 国 の 都 道 
府県 の 中 で 、 幸 福 度 指標 に 関す る 展開 を 最も 体系 
か つ 丹 飼 な 調査 と と も に 進め 、 か つ そ れ を 政策 に 具 
体 的 に つなが る 形 で 展開 し て き て いる の は 、 ま ぎれ 
も な く 岩 手 県 で す 。 

本 白書 に お いて 述べ られ て いる よう に 、 岩 手 県 は 
2016 年 か ら 17 年 に か け て 有識者 か ら な る 「「 岩 手 

















の 幸福 に 関す る 指標 」 研究 会 ] を 設置 し て 検討 を 行 
い 、 独 自 の 幸福 度 指標 を 策定 し 、 さ ら に その 内 容 を 
県 の 総合 計画 に 反映 させ る 取組 を 進め 、2019 年 3 月 
に 策定 され た 「 い わ て 県 民 計 画 (2019~2028) | 
に 幸福 の 理念 や 具体 的 指標 が 盛り 込ま れ ま し た 。 

この よう に 県 の 総合 計画 に 幸福 度 に 関す る 考え 方 
を 直接 盛り 込ん だ の は 岩手 県 が 初め て で あり 、 さ ら 
に 県 は 住民 の 幸福 度 に 関す る 関連 の 調査 を 拡充 する 
形 で 進め て お り 、 そ れ を 計画 の 評価 に も つなげ て い 
こう と し て いま す 。 も ちろ ん 、 こ れ は 新しい 試み で 
ある だ け に 、 様 々 な 課題 を 伴う 中 で の 試行 錯誤 的 な 
取組 で す が 、 以 上 述べ て きた よう な 幸福 度 に 関す る 
国内 外 の 展開 に お いて 、 先 駆 的 な 試み で ある こと は 
確か で す 。 

最後 に 、 幸 福 度 指標 と 公共 政策 に 関す る 基本 的 な 
視点 を 考え て みた いと 思い ます 。 

幸福 度 指標 に つい て は 、「「 幸 福 』 は 際立っ て 個 
人 的 、 主 観 的 か つ 多 様 な も の で あっ て 、 そ れ を 客観 
的 な 指標 と する の は 困難 で あり 、 ま た それ に 行政 や 
政策 が 関わ る の は 問題 で は な いか 」 と いう 問い が し 
ば し ば 指摘 され て きま し た 。 

この 点 に つい て は 、 下 の 図 に 示す よう な 基本 的 な 
理解 が 成り 立ち うる の で は な いか と 考え られ ます 。 
すなわち 、「 幸 福 ]」 に つい て は 基盤 的 で 普遍 性 の 高 
い レ ベル か ら 、 個 人 に よっ て 多様 な レベ ル ま で の 
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いわ ば “重層 的 " な 構造 が あり 、 基 盤 的 な レベ ル は 
いわ ば 「 幸 福 の 基 礎 条件 ] と 呼ぶ こと が で きま す 。 
そし て これ か ら の 行政 な いし 公共 政策 の 役割 は 、 コ 
ミュ ニテ ィ 支 援 も 含め 、 そ うし た 「 講 福 の 基 礎 条 
件 ] の 保障 と それ へ の 積極 的 な 関 写 と し て 把握 で き 
る と 思い ます 。 そ し て その よう な 基礎 条件 が し っ か 
り と 保障 され た うえ で 、 各 個人 や コミ ュ ニ ティ が ど 


の よう な 幸福 を 志向 し 実現 し て いく か は 、 そ れ ぞ れ 
の 自由 や 創造 に 要 ね られ て いま す 。 

そう し た [幸福 上 の 全体 的 な 姿 を 、 住 民 、 行 政 、 
NPO、 企 業 等 の 様々 な 主体 が 連携 し て 描き 、 か た 
ち に し て いく こと が 、 高 度 成長 期 を 経た 後 の 、 私 た 
ち が こ れ か ら 生 き て いく 成熟 時 代 の 基本 的 な テー マ 
と 言え る で し ょ う 。 


幸福 を めぐ る 重層 的 構造 と 公共 政策 


個別 性 ・ 多 様 性 4 \ と し て の 







普遍 性 


いわ て 幸福 白書 2020 


多様 な [幸福 ] の 
か た ち 


つなが り と し て 
の 幸福 


“幸福 0 基础 条 件 ， 
… 医 療 、 教育 、 福祉 、 
雇用 な ど 
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第 3 部 「 希 望都 いわ て 」 の 今 


第 3 部 の 概要 


第 3 部 で は 、 県 民 の 幸福 感 の 現状 を 紹介 する と と も に 、 県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 を 紹介 し 
ます 。 
県 民 の 幸福 感 の 現状 に つい て は 、 毎 年 実施 し て いる 県 民意 識 調査 ( 注 1) の 調査 結果 の 中 か ら 、17 ペ ー ジ で 、 


県 民 の 幸福 感 の 現状 


主観 的 幸福 感 


主観 的 幸福 感 と は 、 県民 意識 調査 で 、「 あ な た は 現在 、 どの 程度 幸福 だ と 感じ て いま すか 。 」 と いう 設問 に 
対し 、 5 段階 で 把握 し た も の で す 。 
その 結果 、 幸 福 と 感じ て いる 人 の 割合 は 50% を 上 回 つて いま す 。 


[主観 的 幸福 感 」 と 、「 幸 福 を 判断 する 際 の 重視 事項 ] の 結果 を 掲載 し て いま す 。 

県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 と 成果 に つい て は 、18 ペ ー ジ 以降 で 、「 い わ て 県 民 計画 (2019 一 
2028) 」 (以下 「 い わ て 県 民 計画 ] と いう 。 ) に 掲げ る 10 の 政策 分 野 ご と の 政策 評価 の 結果 を ダイ ジェ スト で 掲載 
し て いま す 。 

な お 、10 の 政策 分 野 の 概要 は 、 21 及 び 24 ペ ー ジ [コラ ム 」 を ご 覧 下さ い 。 
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18 ペ ー ジ 以降 の [県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 ] は 、 令 和 元 年 11 月 に 公表 し た 「 政 策 評 価 レポ ー ト 2019] を 
基 に 作成 し て いる た め 、 記載 内 容 は 公表 当時 の も の 。「 県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 ] の 見 方 は 46 ペ ー ジ を 
参照 の こと 。 


岩手 県 の 政策 評価 


県 で は 、 い わ て 県 民 計 画 の 実効 性 を 高め 、 県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 取組 を 着実 に 推進 し て いく た め 、 政 
策 評価 を 実施 し て いま す 。 

10 の 政策 分 野 の 政策 評価 で は 、 各 政策 分 野 に 設定 し た 、 幸 福 に 関連 する 客観 的 指標 (いわ て 幸福 関連 指 
標 ) の 達成 状況 に 加え 、 県 民意 識 調査 で 把握 し た 政策 分 野 ご と の 実感 ( 注 2) 、 参 考 指標 ( 注 3) 、 社 会 経済 
情勢 等 を 踏ま え 、 総合 的 に 評価 を し て いま す 。 

な お 、 令 和 元 年 度 は いわ て 県 民 計 画 の 初 年 度 で ある た め 、 指標 の 達成 度 を 踏ま えた 評価 は 令 和 2 年 度 か ら 実 
施す る こと と し て いま す 。 





























( 注 1) 県 民意 識 調査 に つい て 
県 で は 、 県 の 施策 に 対す る 実感 な ど を 把握 する た め 、「 県 の 施策 に 関す る 県 民意 識 調査 ] を 実施 し て いま す 。 
調査 の 概要 は 以下 の ひと お り で す 。 

① 調査 対象 県 内 に 居住 する 18 歳 以上 の 男女 

② 対象 者 数 5.000 人 

③ 抽出 方 法 選挙 人 名 簿 か ら の 層 化 二 段 無 作為 抽出 

④ 調査 方 法 設問 票 に よる アン ケー ト 調 査 (郵送 法 ) 

⑤ 調査 時 期 毎年 1 一 2 月 

⑥ 回 収 率 平成 31 年 1 月 実施 の 調査 は 66.5% (3.327 人 /5,000 人 ) 


( 注 2) 政策 分 野 ご と の 実感 (分 野 別 実感 ) に つい て 

県 民意 識 調査 で は 、 政策 分 野 に 関連 する 実感 を 把握 し 、 各 政策 分 野 の 政策 評価 に 活用 し て いま す 。 

な お 、 県 民 の 幸福 を 下支え する 共通 土台 と し て 設定 し た 「 攻 社会 基盤 ] 、「X 参 画 ] の 2 分 野 に つい て は 、 関連 
する 実感 を 把握 し て いま せん 。 


( 注 3) 参考 指標 に つい て 

いわ て 県 民 計 画 で は 、 政策 分 野 ご と に 「 い わ て 幸福 関連 指標 」 を 設定 し 、 毎年 の 目標 値 を 定め て いま す 。 

県 民 の 幸福 に 関連 する 統計 デー タ で ある も の の 、 毎 年 実績 値 を 把握 で き な い も の や 、 個人 の 選択 の 自由 に 関 
連 す る も の な ど 、 目 標 値 を 設定 し て 管理 する こと に な じ ま な い 統 計 デ ー タ に つい て は 、「 参 考 指標 」 と し て 位置 づ 
け て いま す 。 

参考 指標 の 動向 は 、 政策 分 野 を 取り 巻く 社会 情勢 の 変化 等 と と も に 、 政策 分 野 の 総合 評価 に 反映 され ます 。 
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幸福 を 判断 する 際 の 重視 事項 


県 民意 識 調査 で 、「 あ な た が 幸福 か どう か 判断 する 際 に 重視 し た 事項 は 何で すか 。 ] と いう 設問 に 対し 、 下 
表 の 17 の 項目 か ら 該当 する 全て を 選択 いた だ いた も の で す 。 


その 結果 、 幸福 か どう か 判断 する 際 に 重視 する 割合 が 高い 順に [健康 状況 ] 、[ 家 族 関係 ] 、[ 家 計 の 状況 
と な っ て お り 、 いずれ も 50% を 上 回 つて いま す 。 


(県 計 


0 20 40 60 80 100 (%) 





(项 目 ) 

1. 健 康 状況 

2. 家族 関係 

3. 家計 の 状況 

4. 自由 な 時 間 ・ 充 実 し た 余暇 
5. 居住 環境 

6. 友人 関係 

7. 就業 状況 

8. 自然 環境 

9. 仕事 の や り が い 

10. 職場 の 人 間 関 係 

11. 治 安 ・ 防 災 体 制 

12. 地域 コミ ュ ニ ティ と の 関係 
13. 子育て 環境 

14. 社会 貢献 

15. 教 育 環 境 

16. 地域 の 歴史 ・ 文 化 

17. その他 

18. 不 明 


っ 人 ※ か ぶ 〇 ぺぺ 人 人 19) 
I 68.8 (6 7.. 1 ) 
63.8 (65.3) 
E48.7_ (46.5) 
47.9 (45.8) 
I 4 1.8 (38.7) 
和 32.8 (32.9) 

和 31.3 (32.0) 
E30.9 (31.5) 

和 24.1 (24.0) 

E23.6 (23.0) 

和 18.6 (19.0) 

科す (17.3) 

や (10.3) 

9.3 (11.4) 

6.1 (6.8) 

3.6 (3.9) 

4.0 (2.9) 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


@@ 健康 . 余 最 
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健康 寿命 が 長く 、 い きい き と 暮 ら す こと が で き 、 ま た 、 
自分 らし く 自 由 な 時 間 を 楽し お こと が で きる 岩手 





[に ころ や か ら だ の 健康 」 、「 余 暇 の 充実 」 は 、 と も に 横ばい で し た 。 
[健康 寿命 | は 男女 と も 向上 し た も の の 、「 余 暇 時 間 ] は 低下 し まし た 。 





通い の 場 等 に お ける シル バー リハ ビリ 体操 


介護 予防 や 高齢 者 の 健康 づく り の た め 、 シ ル 
バー リハ ビリ 体操 指導 者 講習 会 の 開催 や 通い 
の 場 へ の 地域 づく り リア ドバイ ザー の 派遣 を 行 


令 和 元 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 


いわ て 減 塩 ・ 適 塩 の 日 キャ ン ペ 
毎月 28 日 を 「 い わ て 減 塩 ・ 適 塩 の 日 ] に 設定 し 、 
県 内 スー パー 等 に お いて 減 塩 メ ニュ ー の 試食 
や メニ ュー 配付 な どの 普及 落 発 を 行い まし た 。 





新た に 奨学 金 の 貸与 を 受け 、 医 学部 に 進学 し 
た 学生 を 対象 に 、 知 事 か ら 「 い わ て の 地域 医療 
と 皆さん へ の 期待 ] と 題し て 、 講 話 を 行い まし 
た 。 


傷病 者 の 迅速 な 搬送 を 行う た め 、 消 防 機関 や 
医療 機関 等 と の 密接 な 連携 の も と に 、 安 全 か 
つ 円 滑 な 運航 に 取り 組ん で いま す 。 


岩手 県 障がい 者 スポ ー ツ 大 会 


障がい の ある 方 々 が 自ら の 可能 性 を 見 出す と 
と も に 、 自 立 と 社会 参加 の 推進 等 の た め 、 岩 手 
県 障がい 者 スポ ー ツ 大 会 を 開催 し まし た 。 





いわ て 芸術 奈 芸術 体験 イベ ント 


岩手 芸術 祭 の 開幕 に 合わ せ 、 気 軽 に 文化 芸術 
に 親しむ 機会 を 提供 し 、 岩 手 の 文化 芸術 の 魅 
力 を 発信 、 楽 し ひこ と が で きる 芸術 体験 イベ ン 
ト を 開催 し まし た 。 


今後 の 取組 方 向 





ステ ム の 構築 の 支援 な ど に 取り 組み ます 。 

自由 な 時 間 を 楽し わこ と が で きる 環境 の 充実 の た め 、 年齢 ・ 性 別 ・ 障 が い の 有 無 に 関わ ら ず 、 日 常 的 
に 文化 芸術 に 親しみ 、 ス ポー ツ を 楽し む 機 会 の 確保 や 生涯 を 通じ て 学び 続け られ る 場 づ くり な ど が 
必要 で ある こと か ら 、 身 近 な 地域 で 文化 芸術 活動 を 発表 ・ 鑑 賞 で き 、 ラ イフ ステ ー ジ に 応じ て スポ ー 
ツ を 楽し み 、 多 様 な 学び の ニー ズ に 応じ る こと が で きる 環境 の 整備 な ど に 取り 組み ます 。 





令 和 元 年 度 の 評価 結果 


\ いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 / 


























































































































参考 
単位 現状 値 H30 H29 と の 十 标 入 R1 全国 順位 (東北 順位 ) 
(H29) の 値 比較 
(R4) 目標 値 H29  H30 比较 
男性 ⑱ 
1 EE 。 る s2 @⑳79.45 と ③80.60 | ⑳79.83 
的 【> 立 期 店 
女性 ⑳⑱ 
の 83 96 | 384.10 仙 js8484 | @8431 
男性 ⑱ 
3 | 从 久 、 心 疾患 及 Cj 脱身 管 疾患 3051| @3016| A | D273.8 | @2959 
で 死亡 する 人 数 下 局 
〔10 万 人 当たり ]〕 
4 i587| B157.4 の | | 1357 | @1475 
5 | 自殺 者 数 (10 万 人 当たり ) 人 | 210| 205| PF i 900 | 時 
地域 包括 ケア 関連 (元気 な 高齢 a 
% | 9871 9892| 名 | 9886 | 98Z 
地域 包括 ケア 関連 (在宅 医療 連 到 ー 
ee 箇所 | ⑳16| 同左 一 27 17 
8 | 余暇 時 間 ( 一 日 当たり )。。 分 | @373| 371| YW | 39o 378 
県 内 の 公立 文化 施設 に お ける 催 
。 件 | 1316| 1329| 俩 | 1385 | 1344 
10 | スポ ー ツ 実施 率 % 61.7| @ 同 た | 一 | G@65.0 | @635 
11 a % 402 395| YY | 442 41.2 
※1 全国 を 100 と し た 水準 ※2 休日 を 含む 1 週間 の 平均 
※3 岩手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 の うち 、 各 市 所 在 の 主 な 12 施 設 の 催事 数 
【 参 考 指標 】 
调查 项 目 单位 現状 値 等 (H29) H300O 值 備考 
1 男性 四 71.85 = 3 年 ご と の 公表 
命日 常 生活 に 制 な 
| 健康 寿命 (日 党 生活 ( 制 眼 0 契 v ,期 间 ] ee 46 ー 0 
3 | 喫煙 率 % ⑳22.6 一 3 年 ご と の 公表 























〇 生涯 に わた り 心 身 と も に 健やか に 生活 で きる 環境 を つく る 必要 が ある 中 、 生活 習慣 病 に よる 死亡 


率 や 自殺 死亡 率 が 依然 と し て 全国 高位 に ある こと か ら 、 官 民 一 体 と な っ た 生活 習慣 の 改善 や 自殺 
対策 の 推進 に 取り 組み ます 。 

地域 の 保健 医療 体制 の 充実 を 図る た め 、 医師 の 地域 偏在 や 診療 科 偏在 を 解消 する 必要 が ある こ 
と か ら 、 地 域 医療 の 基本 と な る 医師 等 の 医療 従事 者 の 養成 ・ 確 保 や 、 医 療 機関 の 機能 分 担 と 連携 
体制 の 構築 に 取り 組み ます 。 

身近 な 地域 社会 で 、 年 齢 や 障がい の 有無 に 関わ ら ず 安 心して 暮らせ る 環境 を つく る た め 、 セ ー フ 
ティ ネッ ト の 整備 や 地域 包括 ケア の まち づく りな ど が 必要 で ある こと か ら 、 関係 機関 と 連携 し た 
生活 困窮 者 に 対す る 包括 的 支援 や 、 医療 、 介護 、 予 防 な ど が 一 体 的 に 提供 され る 地域 包括 ケア シ 
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県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 動向 ) / EE 


















































県 民意 識 調査 の 結果 ( [感じ る ] と 「 や や 感じ る ] と 回 答 し た 割合 ) ヽ 
調査 項目 a 政策 推進 の 基本 方 向 
ここ ろ や か ら だ が 





[10 の 政策 分 野 」 の も と 
健康 だ と 
時 36.9% 36.5% > 一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育て る 取組 を 展開 し て いき ます 。 











県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え 合い な が ら 、 幸 福 を 追求 し て いく こと が で きる 地域 社会 を 実現 


調査 項目 | Hz9o 值 | | Haoo 值 | | H29 と の 比較 | し て いく た め 、 多様 性 の 視点 や 社会 的 包摂 (ソー シャ ル ・ イ ンク ルー ジョ ン ) の 視点 を 重視 し な が 
余暇 が 充実 し て Ma JA OO ER ら 、 地 域 社会 を 構成 する あら ゆる 主体 と と も に 、「10 の 政策 分 野 ] の 取組 を 展開 し て いき ます 。 


いる と 感じ ます か 33.9% 34.0% [me 































































































健康 * 余 腿 分野 家 族 * 子 育 芯 分 野 
健康 寿命 が 長 家族 の 形 に 応じ 
く 、 い きい き と 暮 6 た つなが りや 支え 
健康 ・ 余 暇 分 野 を 取り 巻く 状況 ら す こと が で き 、 合い が 育ま れ 、 ま 
また 、 自 分 らし く = た 、 安心 し て 子 育 
国 で は 、 2040 年 まで に 健康 寿命 を 男女 と も に 3 年 以上 延伸 し (2016 年 比 ) 、75 歳 以上 と する こ i ei 





























と を 目指 す [健康 寿命 延伸 プラ ン ] を 策定 し 、 取組 を 進め る こと と し て いま す 。 

厚生 労働 省 平 成 30 年 度 人 口 動態 統計 に よる と 、 本 県 の 脳 血 管 疾患 の 死亡 数 は 1.990 人 で あり 、 前 
年 に 比べ て 46 人 増加 し 、 人 口 10 万 人 当たり の 脳 血 管 疾 患 死 亡 数 を 表す 粗 死 亡 率 は 161.3 と な り 、 
高い 順 で 全国 1 位 と な り ま し た 。 

厚生 労働 省 平 成 30 年 人 口 動態 統計 に よる と 、 本 県 の 自殺 者 数 は 253 人 で あり 、 中 長期 的 に は 減少 
傾向 で す が 、10 万 人 当たり の 自殺 者 数 を 表す 自殺 死亡 率 は 20.5 と な り 、 高い 順 で 全国 3 位 の 状況 
で す 。 

医師 数 の 比較 に は 、 こ れ ま で 人 口 10 万 人 当たり 医師 数 が 用 いら れ て きま し た が 、 新 た に 年 齢 構成 
や 患者 の 流出 入 、 医師 の 性 別 ・ 年 齢 分 布 等 を 考慮 し た [医師 偏 在 指標 ] に より 全国 の 医師 数 の 多 
邊 を 比較 する こと と され 、 先 に 国 が 示し た 指標 (暫定 値 ) に よる と 、 本 県 が 医師 少数 県 に 区 分 さ 
れ 、 二 次 保健 医療 圏 に お いて は 、 盛岡 医療 圏 を 除く 8 医療 圏 が 医師 少数 区 域 と な つて いま す 。 





居住 環境 ・ 
コミ ュ ニ ティ 分 時 
不便 を 感じ な い 用 
で 日 常 生活 を 送る 
能 性 を 伸ばし 、 こと が で き 、 また 、 
分 の 夢 を 実現 人 や 地域 の 結び 付き の 中 で 、 助け 合っ て 暮らす こ 
で きる 岩手 を 目指 し ます 。 と が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 


安全 分 时 し 6 仕事 収入 ag Ey 
農林 水産 業 や も 生息 
の づく り 産 業 な ど ; 


災害 を は じ め と し - 
た 様々 な リス ク へ の 電 = 
備え が あり 、 事故 や 帳 $ 






教育 分 野 
学び や 人 づく 

り に よっ て 、 将 

来 に 向かっ て 可 
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二 次 保 健 医 療 圏 に お ける 病院 勤務 医師 数 (人 口 10 万 人 当たり ) の 最大 と 最小 の 地域 差 は 、 平 成 0 | 0 

一 ヽ YI i ー E が 少な く 、 安 全 *、 安定 し た 
28 年 に 3.2 倍 で あり 、 平 成 26 年 か ら 横 ば い に 推 移し て いま す 。 2 es > eee 
国 で は 、 地域 共生 社会 の 実現 に 向け て 市 町 村 の 取組 を 推進 する た め 、 住 民 に 身近 な 地域 に お いて こと が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 が 得 ら れる 仕事 に つく こと が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 









































分 野 を 超え て 総合 的 に 相談 で きる 体制 づく り 等 、 断 ら な い 相 談 支 援 を 中 核 と する 包括 的 支援 体制 


の 整備 促進 が 検討 され て いま す 。 / 歴史 ・ 文 化 分 時 









総務 省 平 成 27 年 国勢 調査 に よる と 、 本 県 の 高齢 化 率 は 30.4%% で あり 、 全国 の 高齢 化 率 26.6% を 豊か な 歴史 や 
上 回 っ て いま す 。 文化 を 受け 継ぎ 、 





自然 环境 分 野 
一 人 Ucbu 灵 惠 
まれ た 自然 環境 を 


pn 
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_ 愛着 や 誇り を 育ん 守り 、 自然 の 豊か 

岩手 県 の 小学 校 5 年 生 の 読書 率 は 99.2% で ある ほか 、 盛 岡市 の 一 世帯 当たり の 書籍 購入 額 は で いる 岩手 を 目指 さと と も に 暮らす こ 

9,156 円 で あり 、 全国 の 都 道 府 県 庁 所 在 地 ・ 政 令 指定 都市 の 書籍 購入 額 の 平均 527 円 を 上 回 っ し ます 。 と が で きる 岩手 を 
站 LU 未 二。 




















て いま す 。 
[障害 者 に よる 文化 芸術 活動 の 推進 に 関す る 法律 ] の 成立 に より 、 障がい 者 の 文化 芸術 活動 に 関 
する 施策 に つい て 、 総合 的 か つ 計 画 的 に 推進 し て いく こと と な り ま し た 。 





社会 基盤 ヶ 時 


防災 対策 や 








参画 分 時 
男女 共同 参 
画 や 若者 ・ 女 


本 県 出身 アス リー ト の 世界 的 な 活躍 や 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019 “釜石 開催 、 今 年 開催 され 
る 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 に より 、 ス ポー ツ へ の 関心 や 健康 づく り に 対 幸福 の 追求 を 性 、 高齢 者 、 隊 “人 
する 意識 が 一 層 高 まっ て いま す 。 支え る 社会 基 が い 者 な どの 活 
盤 が 整っ て い 躍 、 幅 広い 市 民活 動 や 県 民 運 動 な ど 幸 福 の 追 求 
る 岩手 を 目指 し ます 。 を 支え る 仕組 み が 整 っ て いる 岩手 を 目指 し ます 。 














産業 振興 な ど 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 


OO 家族 ・ 子 育て 


家族 の 形 に 応じ た つなが りや 支え 合い が 育ま れ 、 
また 、 安 心して 子育て を する こと が で きる 岩手 
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県 の 取組 や 成果 





[家族 と の 良い 関係 ] 、「 子 育て の し や すさ 」 は 、 と も に 低下 し まし た 。 


[総実 労働 時 間 」 、「 男 性 の 家事 時 間 割 合 ] は 向上 し た も の の 、 


「 合 計 特殊 出生 率 ] は 低下 し まし た 。 





令 和 元 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 





子ども 食堂 で 調理 体験 を 行う な ど 、 子 ども が 


安心 し て 過ごせ る 子ども の 居場所 づく り の 取 
組 を 支援 し まし た 。 


いわ て 和希 望 塾 


県 内 の 中 学生 の 市 町 村 の 枠 を 越え た 交流 と 、 
学生 ボラ ンティア 異 世代 交流 を 通じ て 岩 災 と 
復興 に つい て 学ぶ 「 い わ て 希望 塾 ] を 開催 し ま 
し た 。 


\ 取組 状況 / 


放課後 子 ど 具合 プ ラン 提 全 人 


放課後 児童 クラ ブ や 放課後 子ども 教室 の 指 
導 者 を 対象 に 、 運 動 や 遊び を 通し て 他 者 と の 
関わ り 方 を 育 お 手法 を 学ぶ 研修 会 を 開催 し 
まし た 。 


いわ て 働き 方 改革 AWARD2019 


「 い わ て 働き 方 改革 推進 運動 」 を 全 県 
的 に 展開 する た め 、「 い わ て 働き 方 改革 
AWARD2019] を 開催 し 、 優 良 企業 等 を 表彰 
し まし た 。 





今後 の 取組 方 向 


いわ て 親子 フェ ステ ィ バ ル 


親子 や 家庭 で 楽し み 、 体 験 し 、 ふ れ あ い を 深め 
る 「 い わ て 親子 フェ ステ ィ バ ル 」 を 開催 し まし 
た 。 





動物 愛護 シン ポジ ウム 


動物 愛護 思想 や 適正 飼養 へ の 県 民 の 関心 と 理 
解 を 深め る た め 、 動 物 愛護 シン ポジ ウム を 開催 
し まし た 。 








〇 家族 の 形 に 応じ た つなが りや 支え あい を 育む お と と も に 、 安心 し て 子育て を する こと が で きる 環境 
を つく る た め 、 結婚 ・ 家 庭 ・ 子 育て に 希望 を 持て る 環境 の 整備 や 安全 ・ 安 心 な 出産 環境 の 整備 な 
ど が 必要 で ある 中 、 子 ども の 出生 数 が 長期 的 に 減少 傾向 に ある こと か ら 、 社会 全体 で 結婚 や 子 育 
て を 支援 する 機運 の 醸成 や 子育て 世代 包括 支援 セン ター の 設置 の 促進 な ど に 取り 組み ます 。 

〇 生ま れ 育 っ た 環境 に 左右 され る こと な く 、 子 ども が 将来 に 希望 を 持て る 環境 づく り が 必要 で ある 
中 、 核 家族 化 の 進展 や 地域 の つなが り の 希薄 化 等 に より 、 地域 に お いて 家族 を 支え る 力 が 弱まっ 
て いる こと を 背景 に 、 児童 虐待 等 が 社会 問題 と な っ て いる こと か ら 、 家 庭 の 役割 の 重要 性 を 理解 
し 、 地域 全体 で 子育て を 行う 機運 醸成 な ど に 取り 組み ます 。 


〇 仕事 と 生活 を 両立 で きる 環境 づく り が 必要 で ある 中 、 本 県 


いわ て 幸福 白書 2020 


ミミ に お ける 年 間 総 実 労働 時 間 は 全国 平均 


と 比較 し て 長い こと か ら 、 働 き 方 改革 の 取組 の 推進 や 待機 児童 の 解消 に 向け た 保育 サー ビス の 
充実 な どの 子育て 家庭 へ の 支援 な ど に よる ワー クラ イフ バラ ンス の 推進 に 取り 組み ます 。 





令 和 元 年 度 の 評価 結果 


\ いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 / 






















































































参考 
現状 値  H30 H29 と の - ー ー 
(H29) の 値 比較 ” 计 画 目标 信 R1 全国 順位 (東北 順位 ) 
(R4) 目標 値  H2g H30 比较 
た 33 位 | 36 位 | る 4 
12 | 合計 特殊 出生 率 147| 14| 色 Wi | 
13 | 待機 児童 数 [4 月 1 日 時 点 ) 人 178 145 の 0 97| 24 位 | 27 位 
A (4 位 | (4 位 ) | (于) 
地域 の 行事 に 参加 し て いる ー 2 位 3 位 > | 
14 | 生徒 の 割合 (中 学生 ) | 640| 640| (0 向 | (向 Cp ) 
15 | 総実 労働 時 間 ( 年 間 ) 時 間 | 1,858.4 18408| 仙 | 17208| 18036 46 位 | 44 位 | 而 
22 dd | 6 们 | (4 位 ( 轴 ) 
共働き 世帯 の 男性 の 
NE % 342| 407| A 400| 370 
17 大 980| 9a8| 有 990| 984| 一 二 加 
犬 、 猫 の 返還 ・ 議 流 系 % 
18 猫 935| 977| 而 96.8| 94.8 
※ 女性 の 家事 時 間 に 対す る 割合 
【 参 考 指標 】 
調査 項目 単位 現状 値 等 (H29) EE 備考 
4 | 待機 児童 数 (10 月 1 日 時 点 ) 人 681 506 
5 | 共働き 男性 の 家事 時 間 分 100 128 
6 | 共働き 女性 の 家事 時 間 分 292 314 三 
> 大 - 男性 @26.16 二 5 年 ご と の 公表 
8 0 女性 ②13.07 = 5 年 ご と の 公表 


























\ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 動向 ) / 


调查 项 目 
家族 と 良い 関係 が 
と れ て いる と 
感じ ます か 


調査 項目 
育て が し ゃ すい 
と 感じ ます か 





県 民意 識 調査 の 結果 ( [感じ る ] と 「 や や 感じ る 」 と 回 答 し た 割合 ) 
66.5% 63.3。 | 














20.6% 人 


24.9 2% 
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家族 ・ 子 育て 分 野 を 取り 巻く 状況 


本 県 の 平成 30 年 の 出生 数 は 615 人 ( 対 前 年 4560 人 ) 、 合 計 特殊 出生 率 は 1.41 (对 前 年 全 
0.06) で 、 出 生 数 、 合 計 特殊 出生 率 と も に 前 年 を 下回る 結果 と な り ま し た 。 

本 県 に お ける 平成 30 年 度 の 児童 虐待 相談 対応 件 数 は 1.983 件 で あり 、 過去 最多 と な っ てい ます 。 
子ども が 一 人 で も 安心 し て 過ごす こと が で きる よう 、 子 ども 食堂 な どの 子ども の 居場所 づく り に 取 
り 組 む 市 町 村 が 平成 30 年 度 の 11 箇 所 か ら 令 和 元 年 5 月 に は 16 箇 所 に 増え る な ど 、 子 ども の 居 場 
所 づく り の 取組 が 広がり を 見 せ て いま す 。 


本 県 で は 、 子 ども ・ 家 庭 ・ 学 校 ・ 地 域 ・ 行 政 が 連携 ・ 協 働 し て 、 全 県 共通 の 課題 や 地域 ご と の 教育 
諸 課 題 の 解決 に 取り 組む 「 教 育 振興 運動 ] を 半 世紀 以上 に わた り 独 自 に 展開 し て お り 、 学 校 ・ 家 
庭 ・ 地 域 が 相互 に 連携 ・ 協 働 し て 取り 組む 基 盤 が あり ます 。 
平成 30 年 度 青少年 の 健全 育成 に 関す る 意識 調査 に よる と 、 日 本 の 社会 で 問題 だ と 思う こと は 、 
[地域 社会 に お ける 人 間 関 係 が 希薄 に な っ て いる ] (40.9%) の 割合 が 最も 高く な つて いま す 。 
本 県 に お いて は 、、 平 成 30 年 の 1 人 当たり 年 間 総実 労働 時 間 (5 人 以上 事業 所 ) が 1.840.8 時 間 と 、 
前 年 より 18 時 間 減 少し た も の の 、 1 人 当たり 総実 労働 時 間 は 、 依 然 と し て 全国 平均 を 大 きく 上 回 っ 
て いま す (全国 平均 1.706.9 時 間 よ り も 134.4 時 間 長 く 、 全国 順位 は ワー スト 3 位 ) 。 
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岩手 県 の 幸福 に 関す る 指標 の 体系 














いわ て 県 民 計画 (2019~2028) に お いて は 、 県 民 や 岩手 県 に 関わ る 人 々 の 幸福 を 守り 育て る 
た め 、10 の 政策 分 野 を 設定 する と と も に 、 そ れ ぞ れ に いわ て 幸福 関連 指標 を 設定 し て 取組 を 展開 
する こと と し て いま す 。 


この 10 の 政策 分 野 や いわ て 幸福 関連 指標 の 設定 に 当たっ て は 、 県 民 の 「 幸 福 ]」 に つい て 的 確 


に 把握 する 方 法 を 研究 する た め に 設置 し た 「 岩 手 の 幸 福 に 関す る 指標 研究 会 ] に お いて 示さ れ た 
「 岩 手 の 幸 福 に 関す る 指標 の 体系 ] を も と に 検討 が 進め られ まし た 。 








ま 
| 协 血 的 幸福 感 。 | 
| 【参考 贿 棋 名】 
| | 身 通 从 人 四 党 注 

安定 し た 日 々 
| | 大 昔 玉 三 等 。 计 6 指 要 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


OU) 教育 


学び や 人 づく り に よっ て 、 
将来 に 向かっ て 可能 性 を 伸ばし 、 
自分 の 夢 を 実現 で きる 岩手 


[子ども の た め の 教 育 ] は 、 低 下 し まし た 。 


[高座 者 の 県 内 就職 率 ] は 向上 、[ 体 力 ・ 運 動 能力 が 標準 以上 の 児童 生徒 の 割合 は 中 学 男女 
と も 向上 し た も の の 、 小学 男女 は 低下 し まし た 。 


令 和 元 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 








ミチ 4 | (ee 上 
読書 ボラ ンティア に よる 読み 聞か せ 体力 ・ 運 動 能力 調査 
グロ ー バ ル 化 に 対応 し た 人 材 を 育成 する た 児童 生徒 の 読書 活動 の 充実 の た め 、 読 書 。 子ども の 体力 運動 能力 の 状況 を 把握 し 、 学 
め 、 小 中. 高校 生 に 対し 、 英 語 を 用 いて 活動 す ボラ ンティア に よる 読み 聞か せ を 行い まし 校 の 体力 向上 に 向け た 取組 の 改善 に 生かす 
る キャ ンプ を 開催 し まし た 。 な た め 、 小 中 高校 等 を 対象 に 調査 を 行い まし 
た 。 





CY 


四 


いわ て スー パー キッ ズ 発 掘 ・ 育 成 事業 


オン ピッ クリ パラ リン ピッ 2 ムー7 メ ント 開業 較 計 ふる さと 発見 ! 大 交流 会 in IWate 2019 


スポ ー ツ の 意義 や 価値 を 学び 興味 ・ 関 心 を 県 内 大 学 や 商工 指導 団体 な ど 、 様 々 な 関 世界 で 活躍 が 期待 され る トッ プア スリ ー ト 
高め る た め 、 オ リン ピア ン ・ パ ラリ ン ピ ア ン 係 機関 と 連携 し 、 高校 ・ 大 学生 が 、 県 内 の を 発掘 ・ 育 成す る た め 、 ス ー パ ー キ ッ ズ を 





を 学校 へ 派遣 し まし た 。 各地 域 や 産業 ・ 企 業 を 知る 機会 を 設け る た 目指 す 小学 4 年 生 と 6 年生 を 対象 と し た 選 


め 、 大 交流 会 を 開催 し まし た 。 会 を 開催 し まし た 。 
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令 和 元 年 度 の 評価 結果 








今後 の 取組 方 向 


新しい 時 代 に 必要 な 資質 ・ 能 力 を 育む た め 、 自 分 の 考え を 深め た り 、 広げ た りす る こと を 実感 で き 
る 学習 活動 の 充実 を 図る 必要 が ある ほか 、 全国 の 水準 に 達し て いな い 教 科 が 一 部 ある こと か ら 、 
情報 通信 技術 (1CT) を 活用 し た 教育 環境 の 整備 ・ 充 実 を 図り な が ら 、 学 力 向上 に 向け た 授業 改 
善 や 小学 校外 国語 な どの 新しい 教科 へ の 対応 に 取り 組み ます 。 

児童 生徒 の 豊か な 人 間 性 と 社会 性 を 育む た め 、 自 他 の 生命 を 大 切 に し 、 他 者 の 人 権 を 尊重 する 心 
の 育成 の 必要 が ある こと か ら 、 家庭 ・ 地 域 と の 連携 ・ 協 働 に よる 道徳 教育 等 の 推進 な ど に 取り 組 
み ま す 。 


健やか な 体 を 育む た め 、 健 康 の 保持 増進 と 体力 の 向上 や 健康 で 活力 ある 生活 を 送る た め の 基 人 礎 
を 培う 必要 が ある 中 、 肥満 傾向 の 児童 生徒 の 割合 が 全国 平均 を 上 回 っ つて いる こと か ら 、 肥満 予防 
の 取組 な ど に よる 健康 教育 や 運動 習慣 の 定着 等 に よる 豊か な スポ ー ツ ライ フ の 基盤 づく り に 取り 


組み ます 。 

いじ め 問 題 な ど に 適切 に 対応 し 、 全て の 児童 生徒 が 安心 し て 学校 生活 を 送る こと が で きる よう に 
する た め 、「 震 手 県 いじ め 防 止 等 の た め の 基本 的 な 方 針 ] に 基づく 対応 や 不 登 校 対策 を 進め て い 
く 必要 が ある こと か ら 、 い じ め 防 止 対策 の 徹底 や 教育 相談 体制 の 充実 等 に よる 不 登 校 対策 の 推 
進 に 取り 組み ます 。 

全国 や 世界 で 活躍 し な が ら 岩 手 の 復興 ・ 発 展 を 支え る 人 材 を 育て る た め 、 様 々 な 分 野 で の 人 づく 
り が 重要 に な っ て くる こと か ら 、 復興 教育 や キャ リア 教育 を 推進 する ほか 、 海外 留学 な どの 機会 の 
充実 や 、 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 と その 活動 を 支え る 指導 者 等 の 育成 な ど に 取り 組み ます 。 





\ いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 / 











现状 值 


(Ps) 


H30 
の 値 


PT) 


> 計画 目標 値 
i (R4) 


参考 


全国 順位 (東北 順位 ) 


H29 


H30 


比较 



















































































小 男子 14 位 | 17 位 | る 4 
29 736 730 Mi | 259| 249| op Gm (sp) 
小 女子 9 位 10 位 D> | 
体力 ・ 運 動 能力 が 標準 以上 の 82.9 Sp 忆 8 3830 (2 位 ) (2 位 ) | ( = ) 
児童 生徒 の 割合 | 中 男子 7 位 8 位 人 
30 ッッ | 79| ご 780| 280| (向 | c | (全 
中 女子 8 位 | 10 位 | 包 
A el oe | =$ ) 
特別 支援 学校 が 適切 な 指導 ・ 
32 | 支援 を 行っ て いる と 感じ る 保護 | % 68.0 ”62.0 
者 の 割合 。。 
33 | 高座 者 の 県 内 就職 率 % 658 ”690| 俩 84.5| 845 計上 ー = 
34 同左 | 一 88.0| 867 
将来 の 夢 や 目標 を 持っ て いる | 。 Se 
児童 生徒 の 割合 。。 - 中 _ 
35 っ 3 っ | 同 を | 一 76.0| 740 
県 内 大 学 等 卒業 者 の i 和 
等 % 453| ”455| 钢 51.5| 485| (3 位 | (2 向 | (页 ) 
※1 [授業 で は 、 課 題 の 解決 に 向け て 、 自 分 で 考え 、 自 分 か ら 取り 組ん で いた と 思う ] の 設問 に 、 当て は まる 」 又 は [どちら か と いえ ば 当て 


は まる 」 と 回 答 し た 児童 生徒 の 割合 



























































※2  「 学 級 の 友達 と の 間 で 話し 合う 活動 を 通じ て 、 自分 の 考え を 深め た り 、 広げ た りす る こと が で き て いる 」 の 設問 に 、「 そ う 思 う ] 又は 
「 ど ちら か と いえ ば そう 思う ] と 回 答 し た 児童 生徒 の 割合 
※3 「 人 が 困っ て いる と き は 、 進ん で 助け よう と 思い ます か ] の 設問 に 、「 そ う 思 う 」 と 回 答 し た 児童 生徒 の 割合 
※4 「 自 分 に は 、 よ いと ころ が ある と 思う ] の 設問 に 、「 当 て は まる 」 又は 「 ど ちら か と いえ ば 当て は まる ] と 回 答 し た 児童 生徒 の 割合 
※5 [学校 は 、 幼 児 児 童 生徒 の 障がい 等 の 状況 を 把握 し て 、 日 常 の 指導 ・ 支 援 を 適切 に 行っ て いま すか ] の 設問 に 「 そ う 思 う ] と 回 答 し た 保 
護 者 の 割合 
※6 | 将来 の 夢 や 目標 を 持つ て いる ] の 設問 に [当てはまる] 又は 「 ど ちら か と いえ ば 当て は まる 」 と 回 答 し た 児童 生徒 の 割合 
【 参 考 指標 
調査 項目 単位 現状 値 等 (H29) H30 の 値 備考 
9 小 国語 @42 同左 
10 小 算数 050 同 左 = 
a が 3 ; の ! 三 テ ルー ク の 割合 9 
-7 が 全国 水準 未満 の 上 生徒 の 沖合 6 本 一 
12 中 数学 6054 同 左 
13 小 3.4 4.8 = 
14 | 不 登校 児童 生徒 数 〔 千 人 当たり 】 人 中 25.9 31.2 = 
15 高 13.1 12.5 


































































































参考 
。 現状 値 H30 H29 と の 5 下 
单位 (H29) の 値 比較 全国 順位 (東北 順位 ) 
H30 比较 
19 小 同左 | 一 84.9| 81.9 
意欲 を 持っ て 自ら 進ん で 80.9 
学 ぽ うと する 児童 生徒 の 割合 | “ 中 
20 同左 | 一 81.2 78.2 
77.2 
小 @9 
| | 授業 で 、 自 分 の 考え を 深め た り 80.7 同左 一 84.7 81.7 
広げ た り し て いる 児童 生徒 の % 和 
ロ ※2 本 N= 
22 80.0 同 左 84.0 81.0 
小 国 四 ー 
23 EE 同 左 70 67 
人 が 困っ て いる と き は 、 中 
24 | 進ん で 助け よう と 思う % BA 同左 68 65 
児童 生徒 の 割合 。。 
高 ⑳ _ 
25 57 同 左 61 58 
26 os 同 左 85.0| 830 
自己 育 定 感 を 持つ 82.3 
児童 生徒 の 割合 。。 1 中 
27 Jé 9 同左 80.0 77.0 








26 


いわ て 幸福 白書 2020 


\ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 動向 ) / 


調査 項目 


子ども の た め に な る 


教育 が 行わ れ て いる 
と 感じ ます か 





県 民意 識 調 査 の 結果 (「 感 じ る ] と 「 や や 感じ る ] と 回 答 し た 割合 ) 





2 6.4% 





22.3% 





| 。H29 と の 比較 | 


“ 
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教育 分 野 を 取り 巻く 状況 


小学 校 6 年 生 、 中 学校 3 年 生 を 対象 と する 全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 の 結果 に お いて 、「 授 業 の 内 容 
が 分 か る 」 と 答え る 児童 生徒 が 継続 し て 増加 する 一 方 、 小 学校 算数 、 中 学校 数 学 及び 英語 に つい 
て で 全国 平均 を 下回っ て いま す 。 

学校 で の 協 働 的 な 学習 活動 の 充実 に より 、 自 分 の 考え を 深め た り 、 広げ た りす る こと を 実感 で き 
る 児童 生徒 の 割合 が 全国 と 比較 し て 高い 水準 に あり ます 。 

児童 生徒 の 一 週間 の 総 運 動 時 間 や 体力 合計 点 、 運 動 や スポ ー ツ が 好き な 児童 生徒 の 割合 は 全国 
平均 を 上 回 っ て いる 一 方 で 、 肥満 傾向 の 児童 生徒 の 割合 が 全国 平均 を 上 回 っ つて いま す 。 

また 、 運 動 に 積極 的 に 取り 組む 子ども と 、 そ う で な い 子 ども と の 二 極 化 傾向 が 見 られ ます 。 

いじ め を 一 因 と する 自殺 事案 の 発生 を 契機 と し て 、 学校 に お ける いじ め 防 止 対策 に 関す る 県 民 の 
意識 が 一 層 高 まっ て いま す 。 

東日本 大 震 災 津波 の 教訓 を 生か し た 「 い わ て の 復興 教育 ] が 定着 し 、 復 興 教育 プロ グラ ム に 基 づ 
く 教育 活動 の 推進 な ど を 通じ て 、 郷土 を 愛し 、 復 興 ・ 発 展 を 支え る 人 材 の 育成 が 図ら れ て いま す 。 
県 内 全て の 公立 小 中 学 校 、 義務 教育 学校 及び 県 立 学校 に お いて 、 キャ リア 教育 に 関す る 計画 が 作 
成 され て いま す 。 また 、 岩手 県 の も の づく り 人 材 は 、 産業 界 か ら 高い 評価 を 得 て い ます 。 

東日本 大 震 災 津波 の 発 災 以降 、 海外 の 芸術 家 に よる 復興 支援 の た め の 優れ た 文化 芸術 の 鑑賞 機 
会 が 増加 し て いま す 。 

希望 郷 い わ て 国体 ・ 希 望郷 いわ て 大 会 を 契機 と し て 、 岩手 の スポ ー ツ 力 が 高まっ て お り 、 世 界 や 全 
国 で 活躍 する 本 県 出身 の 選手 が 多数 輩出 され 、 県 民 に 希望 や 誇り を 与え る 存在 と な っ て いま す 。 
また 、 2018 平 昌 パ ラリ ン ピ ッ ク に 本 県 ゆか り の 選手 が 多数 出場 し 、 本 県 の 障がい 者 スポ ー ツ の レ 
ベル も 高まっ て お り 、 障がい 者 スポ ー ツ に 本 格 的 に 取り 組む 選手 は 増え つつ あり ます 。 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


2 居住 環境 ・ コ ミ 


不便 を 感じ な いで 日 常 生活 を 送る こと が で き 、 
また 、 人 や 地域 の 結び 付き の 中 で 、 
助け 合っ て 暮らす こと が で きる 岩手 


[地域 社会 と の つなが り | 、「 住 まい の 快適 さ 」 は 、 
と も に 横ばい で し た 。 





[県 外 か ら の 移住 定住 者 数 ] 、[ 地 緑 的 な 活動 へ の 参加 割合 ] は 、 


と も に 向上 し まし た 。 


令 和 元 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 





汚水 処理 の 必要 性 に つい て 理解 を 深め て も ら バス の 利用 促進 等 を 図る た め 、 市 町 村 が 実 
うた め 、 小 学生 を 対象 に 下水 道 ・ 浄 化 槽 出前 講 施す る バス まつ り の 開催 を 支援 し まし た 。 


座 を 開催 し まし た 。 


8 ヘー ーー テーーーー 


いわ て の 地域 国際 化 人 材 育成 事業 





関係 団体 の 活動 促進 と 地域 コミ ュ ニ ティ 
活動 の 活性 化 を 図る た め 「 元 気 な コミ ュ ニ 
ティ 特選 団体 ] の 認定 を 行い まし た 。 





「 イ ー ハ トー 部 ] の 先輩 た ち 


通じ て 、 全国 に 広く 紹介 し て いま す 。 生 と の 交流 を 行い まし た 。 


海外 派遣 研修 (中 国 雲 南 省 コ ー ス ) 


いわ て に 移住 し た 方 々 を 、「 イ ー ハ トー 部 ] 多様 な 文化 へ の 理解 を 深め る た め 、 海 外 派 
の 先輩 と し て 、 県 の 移住 ポー タル サイ ト を 遺 研修 に 参加 し た 高校 生 と 雲南 省 の 中 高 


いわ て スポ ー ツ フェ スタ Go for 2020 


東京 2020 オ リピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 
技 大 会 に 向け て 県 民 の 機運 醸成 を 図る た 
め 、 大 会 1 年 前 イベ ント を 開催 し まし た 。 


第 3 部 「 希 望郷 いわ て 」 の 今 
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令 和 元 年 度 の 評価 結果 


\ いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 / 


今後 の 取組 方 向 


〇 不便 を 感じ な いで 日 常 生活 を 送る こと が で きる 環境 を つく る た め 、 快 適 な 居住 環境 の 整備 や 日 常 
生活 に 不可 欠 な 交通 手段 の 確保 が 必要 で ある こと か ら 、 市 町 村 等 が 行う 水道 事業 の 広域 連携 の 
取組 や 汚水 処理 施設 の 整備 へ の 支援 に より 衛生 的 で 快適 な 生活 環境 の 保全 を 図る と と も に 、 買 
い 物 や 通院 、 通学 な ど 住民 の 定 と な る 交通 手段 を 確保 し 、 持続 可能 な 地域 公共 交通 ネッ トワ ー ク 
の 構築 な ど に 取り 組み ます 。 

人 や 地域 の 結び 付き の 中 で 、 助け 合っ て 暮らす こと が で きる 環境 を つく る た め 、 持続 可能 な 地域 


コミ ュ ニ ティ を つく る 必要 が ある 中 、 人 口 減少 が 進行 し 地域 コミ ュ ニ ティ の 機能 低下 な ど が 懸 意 
され て いる こと か ら 、 先 駆 的 な 活動 に 取り 組む 地域 コミ ュ ニ ティ 団体 の 認証 、 地域 お こし 協力 隊 
な どの 活動 や 起業 支援 、 移住 体験 施策 の 充実 に 取り 組み ます 。 また 、 多 文化 交流 や 文化 芸術 ・ ス 
ポー ツ に よる 地域 の 活性 化 を 図る 必要 が ある こと か ら 、 文化 や 習慣 な どの 多様 性 の 理解 促進 に 取 
り 組 むと と も に 、 東日本 大 震 災 津 波 か ら の 復興 支援 、 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 な ど を 通じ 
て 深まっ た 国内 外 の 支援 関係 者 と の つなが りや 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019'" 釜 石 開催 、 東 京 


住ま い に 快 適さ を 
感じ ます か 





2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 な どの 機会 生か し て 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 の 拡大 に 


取り 組み ます 。 











































































































参考 
現状 H30  H29 と の - = = 
人 2 全 全 Ms Hi] Ri 全国 順位 (東北 順位 ) 
(R4) 目標 値 」 H2g H30 
37 | 県外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 人 | 1091| 1233| 1,757| 1.320 
38 | 污水 如 理 人 口 普及 率 % 808| 81e| 2 ses| sz | st | 
6 (5 位 ) (5 位 ) | ( es ) 
三 セク 鉄道 ・ パ ス の 一 人 当たり 
1 回 175| 167| る 17.5| 175 
40 | 地縁 的 な 活動 へ の 参加 割合 % 369| 384 钢 43.0| 390 
41 | 在留 外 国人 数 [10 万 人 当 大 册 | 人 | 5270| 5749| | 748.6| eze 45 位 | 45 位 | “个 
= (4 位 ) (4 位 ) | (  ) 
文化 ・ ス ポー ツ 施 設 の 入場 者 数 ーー 
Ei 干 人 168 | 。@ 同 左 ③176| @⑳170 
文化 ・ ス ポー ツ 施 設 の 入場 者 数 
EE 万 人 so5| sl 806 806 
※1 岩手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 で 行う 自主 催事 入場 者 数 
※2 県 及び 県 内 市 町 村 の 公立 スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 施 設 入場 者 数 
【 参 考 指標 】 
調査 項目 単位 現状 値 等 (H29) H30 の 値 備考 
16 | 三 セク 鉄道 ・ バス の 年 間 利 用 者 数 万 人 2,195 2,065 = 
17 持ち家 比率 % ®68.9 = 5 年 ご と の 公表 
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\ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 動向 ) / 

県 民意 識 調査 の 結果 ( [感じ る ] と 「 や や 感じ る ] と 回 答 し た 割合 ) 

|  H29 の 値 EL 
44.2% 44.8% 


調査 項目 

地域 社会 と の 
つなが り を 
感じ ます か 





me 








調査 項目 





4/. 5 9 


H30 の 値 


47.9 % es 








居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 分 野 を 取り 巻く 状況 


東日本 大 震 災 津波 を 契機 と し て 、 岩 災 復興 支援 者 やり ボラ ンティア と の 交流 、 移住 者 の 活躍 な ど 、 
多様 な 主体 と の 交流 が 拡大 し て いる 中 、 平 成 30 年 度 の 県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 は 1.233 人 と 
な っ て お り 、 平 成 29 年 度 か ら 142 人 増 と な か っ て いま す 。 

本 県 に お ける 汚水 処理 人 口 普及 率 (下水 道 な ど 汚 水 処理 施設 を 利用 で きる 人 口 の 割合 ) は 、 平 
成 30 年 度 (2018 年 度 ) 未 時 点 で 81.6% と 、 全国 平均 91.4% を 下回り 、 全国 第 35 位 と な っ て いま 
す 。 

人 口 減少 や 少子 化 、 モ ー タ リゼ ーション の 進行 な どの 影響 に より 、 公共 交通 の 利用 者 数 は 全国 的 
に 年 々 減少 する 傾向 に あり 、 本 県 で も 一 人 当たり の 年 間 利 用 回 数 が 減少 し て いま す 。 

人 口 減少 と 少子 高齢 化 の 進行 に より 、 都 市 部 ・ 農 山 漁村 部 を 問わ ず 、 地域 コミ ュ ニ ティ の 機能 低下 
や 後継 者 不足 が 懸念 され て いま す 。 

出入 国 管理 法 の 改正 に よる 新た な 在留 資格 の 創設 に 伴い 、 今 後 、 外国 人 労働 者 等 の 一 層 の 増加 が 
見 込ま れ て いま す 。 

復興 支援 に より 深め られ た 世界 と の 交流 に 加え 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019 "釜石 開催 、 東 京 
2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 に 向け た 取組 に より 、 世 界 と つなが る 機会 が 一 層 拡 
大 し て いま す 。 





第 3 部 「 希 望郷 いわ て 」 の 今 


| 。H29 と の 比較 っ 





| H29 と の 比較 | 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


2 安全 


災害 を は じ め と し た 様々 な リス ク へ の 備え が あり 、 
事故 や 犯罪 が 少な く 、 安全 ON 
安心 を 実感 する こと が で きる 岩手 


[地域 の 安全 ] は 、 横 ば いで し た 。 
自主 防災 組織 の 組織 率 ] は 、 向上 し まし た 。 
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自主 防災 組織 の 活性 化 に 向け 、 モ デル 地区 を 
選定 し 、 地 区 の 防災 上 の 課題 を 「 見 える 化 」 す 
る ワー クシ ョ ッ プ を 開催 し まし た 。 


GO 








\ 取組 状況 / 


年 末年 始 特別 警戒 の 繁華 街 視察 活動 
年 末年 始 に お ける 犯罪 被害 防止 に 向け た 警戒 
活動 を 行い まし た 。 

疫 作業 支援 班 研修 会 を 開催 し まし た 。 


災害 へ の リス ク に 備え る た め 、 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 に よる 防災 体制 の 整備 を 進め る 必要 が ある 中 、 自 
主 防災 組織 の 組織 率 や 活動 内 容 に 地域 問 で ば ら つ き が ある ほか 、 地域 防災 力 の 中 核 と な る 消防 
団員 数 が 減少 傾向 に ある こと か ら 、 人 材 育成 等 を 通じ た 自主 防災 組織 の 組織 化 や 活性 化 、 消 防 団 
に 対す る 支援 の 充実 な ど に よる 地域 コミ ュ ニ ティ の 防災 力 強 化 に 取り 組み ます 。 

犯罪 、 交 通 事故 が 起こ り に くい 環境 を つく る た め 、 県 民 の 防犯 意識 の 高揚 を は じ め 、 犯罪 の 発生 


状況 に 応じ た 防犯 対策 の 推進 や 関係 機関 ・ 防 犯 ボ ラン ティ ア 団 体 と 連携 し た 防犯 活動 な ど に 取り 
組む と と も に 、 街 頭 活動 や 参加 ・ 体 験 型 の 交通 安全 指導 の ほか 、 高齢 者 の 交通 事故 防止 の 推進 に 
取り 組み ます 。 

食 の 安全 ・ 安 心 の 確保 や 感染 症 の 予防 対策 を 進め る た め 、 食 品 関係 事業 者 へ の より 高度 な 衛生 
管理 手法 の 普及 、 関係 機関 等 と 連携 し た 感染 症 の 発生 及び まん 延 防止 対策 の 推進 に 取り 組み ま 
す 。 また 、 国内 に お ける CSF ( 豚 熱 ) の 発生 な ど 、 家畜 伝染 病 へ の 対策 が 必要 で ある こと か ら 、 家 
畜 衛 生 対 策 や 危機 事案 発生 に 備え た 防疫 対応 研修 な ど に 取り 組み ます 。 
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令 和 元 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 





島 イ ン フ ル エ ン ザ 等 家畜 防疫 作業 支援 吉 研 修 会 


食 の 安全 安心 危機 事案 発生 時 に 迅速 か つ 適 
切な 防疫 活動 を 行う 体制 を 強化 する た め 、 防 





令 和 元 年 度 の 評価 結果 


\ いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 / 














os | の 価 | 同 較 | 時代 R1 人 
(R4) 目标 值 」 H29 H30 比较 

44 | 自主 防災 組織 の 組織 率 % | 869 sze| 本 | so sl 汐 | - | 一 
“ew 件 | ⑳276| 同左 | 一 240| 264| 2 位 | 3 位 | 包 
46 人 件 | ⑳1.58| 同左 | 一 1.20| 1.47| 2 位 3 位 人 
47 人 人 13.7| 23.1 “a 13.0 13.5| 30 位 | 36 位 % 









































\ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 動向 ) / 
県 民意 識 調査 の 結果 ( [感じ る ] と 「 や や 感じ る ] と 回 答 し た 割合 ) 
65.3% 64.7% > 


调查 项 目 
お 住ま い の 地 域 は 





安全 だ と 
感じ ます か 











安全 分 野 を 取り 巻く 状況 


平成 30 年 9 月 に 発生 し た 北海 道 胆 振 東部 地震 や 令 和 元 年 8 月 の 九州 北部 に お ける 豪雨 な ど 、 近 
年 、 大 き な 被 害 を も た ら す 災害 が 頻発 し て いる こと か ら 、 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 に よる 防災 体制 づく り 
の 重要 性 が 一 層 増 し て いま す 。 

平成 30 年 の 自主 防災 組織 率 は 87.6% と 全国 平均 を 上 回 っ つて いま す が 、 県 央 ・ 県 南 圏 域 の 組織 率 
が 95.1% に 対し て 、 県 北 ・ 沿 岸 圏 域 は 65.0% と 地域 間 で ば ら つ き が 見 られ ます 。 

消防 団員 数 は 年 々 減少 傾向 に あり ます が 、 消防 団員 の 活動 の うち 、 特 定 の 活動 に 参加 する [机 能 
別 消防 団員 」 数 は 年 々 増加 傾向 に あり 、 平 成 30 年 度 に は 1,.122 人 と な っ て いま す 。 

平成 30 年 の 人 口 千 人 当たり の 刑法 犯 認知 件 数 は 全国 で 3 番目 に 少な く 、 全国 で も 犯罪 の 少な い 
環境 に あり ます が 、 平 成 29 年 か ら 平成 30 年 に か け て は 千 人 当たり の 刑法 犯 認知 件 数 が 微増 し て 
お り 、 また 、 容姿 被害 に お いて は 、 依然 と し て 鍵 を か けず に 被害 に あう 割合 が 高く な つて いま す 。 
交通 事故 の 発生 件 数 と 死傷 者 数 は 15 年 連続 し て 減少 し て いま す が 、 死 者 に 占め る 高齢 者 の 割合 
や 事故 の 第 1 当事者 と な る 高齢 者 の 割合 が 依然 と し て 高い 状況 に あり ます 。 

平成 30 年 度 に 県 内 で 大 規模 な 食中毒 事案 が 発生 し た こと か ら 、 平成 29 年 度 と 比較 し て 10 万 人 当 
た り の 食中毒 の 発生 人 数 は 増加 し て いま す 。 

新型 イン フル エン ザ 等 新興 感染 症 の 発生 に 備え 、 関 係 機関 と 連携 し た 訓練 の 実施 や 、 抗 イン フル 
エン ザウ イル ス 薬 の 備蓄 な どの 取組 が 行わ れ て いま す 。 

平成 28 年 度 に は 本 県 の 近隣 に お いて 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ が 発生 し て いま す 。 また 、 平成 30 
年 9 月 に は CSF ( 豚 熱 ) が 中 部 地方 で 発生 する な ど 、 家畜 伝染 病 へ の 備え の 重要 性 が 高まっ て い 
ます 。 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


人 0 仕事 ・ 収 入 


農林 水産 業 や も の づく り 産 業 な どの 

活力 ある 産業 の も と で 、 安 定 し た 雇用 が 確保 され 、 
また 、 や り が いと 生活 を 支え る 所 得 が 得 ら れる 
仕事 に つく こと が で きる 岩手 
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[必要 な 収入 や 所 得 ] は 上 昇 し た も の の 、[ 仕 事 の や り が い ] は 横ばい で し た 。 
[正社員 の 有効 求人 倍率 ] 、[ 総 実 労働 時 間 [再 揭 】 | 、[ 高 座 者 の 県 内 就職 率 [再掲 】 」 は 、 


向上 し まし た 。 


令 和 元 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 


県 や 様々 な 団体 で 構成 され て いる 「 い わ て で 
働 こ う 推進 協議 会 ] で は 、 高 校生 や 大 学生 等 
が 県 内 企業 と の 交流 を 通じ て 、「 岩 手 の 未来 」 
や 「 岩 手 で 働く ] こ と を 考え る ワー クシ ョ ッ プ を 
開催 し まし た 。 


アカ デミ ー 研 修 生 に よる 高 性 能 林業 機械 操作 研修 
いわ て 林業 アカ デミ ー に お いて 、 将 来 的 に 林 


業 事業 体 の 経営 の 中 核 を 担う 現場 技術 者 を 養 
成 し ま し た 。 





TN 


KOUGEI EXPO IN IWATE 


岩手 の 伝統 工芸 産業 の 魅力 を 国内 外 に 広く 発 
信 す る と と も に 、 次 代 を 担う 若者 へ の 理解 促進 
を 図る た め 、 全 国 の 伝統 的 工芸 品 が 一 堂 に 会 
する 「KOUGEI EXPO IN IWATE] を 開催 し 
まし た 。 





スマ ー ト 農業 機械 実演 会 


スマ ー ト 農業 機械 を 体験 する 機会 と し て 、 直 進 
キー プ 田 植 機 の 実演 会 を 開催 し まし た 。 


今後 の 取組 方 向 





いわ て キボウ スタ ー 開 拓 塾 


県 内 大 学 等 と 連携 し て 、 大 学生 な ど を 対象 
に し た 「 い わ て キボウ スタ ー 開 拓 塾 」 を 開 
催し 、 起 業 に 向け た 実務 教育 を 行っ て いま 
す 。 





県 産 農林 水産 物 の 台湾 プロ モー ショ ン 


県 産 農林 水産 物 の 輸出 を 促進 する た め 、 台 湾 
の PR イベ ント で 特設 ブー ス を 開設 し まし た 。 





〇 生産 年 齢 人 口 の 減少 や 人 口 の 社会 減 が 続く 中 、 将来 の 岩手 を 担う 若者 や 女性 な どの 地元 定着 を 
一 層 促 進 す る 必要 が あり 、「 い わ て で 働 こ う 推 進 協議 会 ] を 中 心 に 、 処遇 改善 な ど 雇用 ・ 労 働 環 境 
の 整備 を 進め る と と も に 、 県 内 産業 の 認知 度 を 高め る 情報 発信 を 一 層 強 化し 、 県 内 就業 の 促進 や 
り ・| ター ン に よる 人 材 確保 に 取り 組み ます 。 


いわ て 幸福 白書 2020 


令 和 元 年 度 の 評価 結果 


\ いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 / 


地域 経済 を 活性 化す る た め 、 自 動車 ・ 半 導体 関連 な ど 中 核 産業 の 一 層 の 集積 と 高度 化 を 促進 する 


と と も に 、 地場 企業 と の マッ チン グ 強 化 等 に より 、 地域 クラ スタ ー の 形成 に 向け て 取り 組み ます 。 

また 、 2 つの 世界 遺産 や 、 2 つの 国立 公園 な ど 、 岩手 な ら で は の 観光 資源 を 生か し た 誘客 促進 に 取 
り 組み 、 観光 消費 の 拡大 を 図り ます 。 さら に 、 中 小 企業 の 経営 力 強 化 に 取り 組む と と も に 、 経営 者 
の 高齢 化 や 後継 者 不定 な どの 課題 に 対応 する た め 、 円滑 な 事業 承継 や 起業 ・ 創 業 を 支援 し 、 新た 
な 経営 人 材 の 育成 に 取り 組み ます 。 


収益 力 の 高い 農林 水産 業 を 実現 する た め 、 経営 体 の 育成 や 新規 就業 者 の 確保 ・ 育 成 に 取り 組む と 


と も に 、 農業 で は 、 大 規模 園芸 産地 の 形成 や 生産 基盤 の 整備 、 林 業 で は 、 再 造林 や 間伐 等 の 森林 整備 
の 促進 、 水 産業 で は 、 サ ケ の 種苗 生産 技術 の 開発 や サー モン 類 の 海面 養殖 な ど に 取り 組み ます 。 また 、 

1CT 等 の 先端 技術 を 活用 し た 「 ス マー ト 農 林 水 産業 ] の 普及 を 図る ほか 、 県 産 農 林 水 産物 の 高 付加 
価値 化 と 販路 の 拡大 に 向け て 、 6 次 産業 化 の 推進 や 輸出 の 促進 な ど に 取り 組み ます 。 











































































































参考 
ee a 全国 順位 (東北 順位) 
(H29) の 値 比較 
(R4) 目標 値 H29 H30 比較 
48 | 一 人 当たり 県 民 所 得 の 水準 。。 | % | ⑳88.7| づ ⑳ 同 た | 一 @②90.0| @90.0 
区 35 位 | 37 位 | 包 
49 | 正社員 の 有効 求人 倍率 倍 084 oo 103| 092| (st) | (Em | (四 ) 
50 | 缩 卖 当 人 时间 [年 间 ] [再 揭 ] | 时 间 | 1.858.8| 1.8408| 出 | 17208| 18036 了 
有 。 13 位 | 12 位 A 
51 | 完全 失業 率 % 2.1 is 1.6 19 em | om ゆう 
52 | 高座 者 の 県 内 就職 率 【 再 掲 】 % 658 688 催 84.5| 845 i 村 
従事 者 一 人 当たり の 38 位 | 39 位 | 包 
ee 円 | @5.983| @5.875| YW | 66164| @5.983 40 | Wo Cp) 
54 | 開業 率 。。 % @⑳3.2| @⑳3.1 “て 93.5 G3.2 
従事 者 一 人 当たり の 938 位 | @37 位 | ” 催 
人 円 @27.8| @291| 8 | 3292| 284 aw | an (Cp) 
56 | 観光 消費 額 億 円 | 1.816.4| 1.829.4 の 2.028.1| 1.901.1| (5 位 ) 三 = 
農業 経営 体 一 経営 体 当たり の 
ete 円 | @3.990| @4346 Fl | D4510| @419o 
林業 就業 者 一 人 当たり の 
人 円 | @4.450| @4776| A |@456o| @4.490 
漁業 経営 体 一 経営 体 当たり の 
St 円 | @4340| @4841| A | S4540| @4420 
60 | 農林 水産 物 の 輸出 額 億 円 282| 318| 钢 36.0| 31.1 
グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム 
| Beg 〒 人 | 1.156| 1175| 侈 1216| 1.180 
※1 全国 を 100 と し た 水準 ※2 雇用 保険 が 新規 に 成立 し た 事業 所 の 比率 
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【 参 考 指標 





























調査 項目 単位 現状 値 等 (H29) H30 の 値 備考 
18 | 非 正規 職員 ・ 従 業 員 率 % 35.7 二 5 年 ご と の 公表 
19 | 雇用 者 一 人 当たり 雇用 者 報酬 和平 円 Gq4,037 8 同左 二 
20 | 現金 給与 総額 [5 人 以上 、 毎 月 ] 円 277.009 279,079 一 
21 | 農業 産出 額 億 円 2.609 @2,693 
22 | 林業 産出 額 千 万 円 2.015 @1,973 一 
23 | 漁業 産出 額 千 万 円 3.605 93,934 
24 | 製造 品 出荷 額 億 円 @23,717 @25,256 一 
25 | も の づく り 関連 分 野 の 製造 出荷 客 億 円 15,964 17,054 二 
26 | 食料 品 製造 出荷 客 億 円 3.600 ⑲3,802 = 
27 | 水産 加工 品 製造 出荷 客 億 円 729 ⑳684 2 
28 | 事業 所 新設 率 % Q~®16.7 ®~®11.0 = 
































\ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 動向 ) / 
県 民意 識 調査 の 結果 ( [感じ る ] と 「 や や 感じ る ] と 回 答 し た 割合 ) 


調査 項目 
仕事 に や り が い を 
感じ ます か 


調査 項目 
必要 な 収入 や 
所 得 が 得 ら れ て 
いる と 感じ ます か 
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46.0% 








22.2% 





43 .] % 





26.1% 





= 








仕事 ・ 収 入 分 野 を 取り 巻く 状況 


県 内 経済 は 、 緩やか な 回 復 傾向 が 続い て いる 一 方 、 今 後 、 復 興 吉 要 の 減少 が 見 込ま れ ま す 。 
全国 を 100 と し た 場合 の 一 人 当たり 県 民 所 得 の 水準 は 、 平 成 28 年 度 は 88.7 と な っ て お り 、 経年 変 
化 で 見 る と 、 横 ば ぱいの 状況 で す 。 
全国 の 所 得 水準 と の か い 離 縮小 が 進ん で いな い 要 因 と し て 、 一 人 当たり 県 民 所 得 は 年 々 上 昇 し て 
いる も の の 、 全国 と の 経済 成長 率 の 差 な ど に より 、 国民 所 得 の 上 昇 幅 の 方 が 大 きい こと な ど が 考 
えら れ ま す 。 
本 県 の 人 口 は 、 平 成 12 年 頃 まで 140 万 人 前 後 で 推移 し まし た が 、 そ の 後 、 減少 局面 に 入り 、 平 成 30 
年 に は 124 万 人 と な っ て いま す 。 
また 、 生産 年 齢 人 口 は 、 ビ ピーク 時 と 比べ て 27 万 人 減少 し て いま す 。 
人 口 の 社会 減 に つい て は 、 平 成 30 年 の 5.215 人 の うち 、 18 歳 一 24 歳 が 72.2% を 占め 、 進学 ・ 就 職 
期 に お ける 転出 が 多く 、 特 に 、 20 代 前 半 女 性 の 転出 が 顕著 で す 。 
人 口 減少 が 進む 一 方 、 本 県 で は 、 高校 生 の 県 内 就職 率 が 上 昇 傾向 と な っ て お り 、 若 者 の 地元 志向 
が 高まっ て いま す 。 
県 内 の 有効 求人 倍率 は 1.39 倍 ( 令 和 元 年 8 月 時 点 ) と 、76 カ 月 連続 の 1 倍 台 を 記録 し 、 高 い 水準 
を 維持 し て いる 一 方 、 県 内 企業 の 人 材 不 足 も 発生 し て いま す 。 
自動 車 や 半導体 関連 産業 を 中 心 と し た 産業 集積 が 進展 し 、 新 た な 雇用 の 創出 が 見 込ま れ ま す 。 
宮古 ・ 室 隊 フ ェ リ ー 航 路 の 開設 や 、 い わ て 花巻 空港 に お ける 台北 、 上 海 国際 定期 便 の 就航 、 三陸 
鉄道 「 リ アス 線 ( 盛 駅 一 久慈 駅 間 ) 」 の 一 貫 運 行 、 復 興 道路 等 の 整備 な ど 、 新た な 交通 ネッ トワ ー 
ク に よる 交流 人 口 の 拡大 が 期待 され ます 。 
県 内 の 経営 者 の 高齢 化 は 全国 を 上 回 っ て 進行 し て お り 、 また 、 本 県 の 開業 率 は 廃業 率 を 下回っ て 
いま す 。 

[金色 の 風 ] や 「 銀 河 の し ずく 」 に 代表 され る 農林 水産 物 の ブラ ンド 化 が 進ん で いま す 。 
水田 の 大 区 画 化 な どの 生産 基盤 の 着実 な 整備 が 求め られ て いま す 。 
農林 水産 分 野 の 従事 者 が 減少 する 中 、 省 力 化 や 生産 性 の 向上 が 期待 され る ロボ ッ ト 技 術 や 1CT 
等 の 先端 技術 の 導入 へ の 経営 体 の 関心 が 高まっ てい ます 。 
平成 30 年 の 県 産 農 林 水 産物 の 輸出 額 は 、 約 31.8 億 円 (前 年 対比 113%) と な り 、 東 日 本 大 岩 災 津 
流 発 災 以 降 、 最 高額 と な っ て いま す 。 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


人 Dj 历史 文化 


豊か な 歴史 や 文化 を 受け 継ぎ 、 
愛着 や 誇り を 育ん で いる 岩手 


[歴史 ・ 文 化 へ の 誇り ] は 、 低 下 し まし た 。 
「 世 界 遺産 等 の 来訪 者 数 ] は 、 低 下 し まし た 。 
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令 和 元 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 


\ 取組 状況 / 





平泉 文化 フォ ー ラ ム 御所 野 遗 趴 


平泉 文化 研究 の 先端 的 研究 成果 を 公開 する た 「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 ( 御 所 野 遺 跡 )」 
め 、 平 泉 文化 フォ ー ラ ム を 開催 し まし た 。 の 世界 遺産 へ の 新規 登録 に 向け た 取組 を 進め 
て いま す 。 


岩手 県 民俗 芸能 フェ ステ ィ バ ル 旋 日 外国 人 向け 伝統 文化 鑑賞 体験 プロ グラ ム 開 発 事業 


民俗 芸能 に 対す る 県 民 の 理解 を 深め 、 全 県 的 伝統 文化 の 魅力 を 国際 的 に 発信 する た め 、 訪 
な 保存 ・ 継 承 活動 の 拡充 に つなげ て いく た め 、 日 外国 人 向け に 民俗 芸能 や 食 文化 等 を 体験 す 
娠 手 県 民俗 芸能 フェ ステ ィ バ ル を 開催 し まし る プロ グラ ム を 開発 し まし た 。 

た 。 





〇 本 県 に は 2 つの 世界 遺産 を は じ め と し た 地域 の 誇り と な る 歴史 遺産 が 数 多く 存在 し て お り 、 これ 


ら を 通じ て ふる さと へ の 誇り や 愛着 を 醸成 し て いく た め に は 、 遺 産 の 価値 に つい て 共有 し 、 多 く の 
人 々 に 広げ て いく 必要 が ある こと か ら 、 世 界 遺 産 の 新規 ・ 拡 張 登録 に 取り 組む と と も に 、[「 平 泉 の 


世界 遺産 ] を 総合 的 に 情報 発信 、 紹介 する ガイ ダン ス 施 設 を 整備 する な ど 、 適 切な 保存 と 活用 に 
取り 組み ます 。 

豊か な 歴史 や 文化 を 受け 継ぐ た め 、 伝 統 文化 等 の 保存 や 活用 が 必要 で ある こと か ら 、 市 町 村 や 関 
係 団体 と 連携 し 、 伝 統 文化 へ の 理解 促進 及び 次 世代 へ の 継承 に 取り 組み ます 。 





いわ て 幸福 白書 2020 





令 和 元 年 度 の 評価 結果 


\ いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 / 























参考 
現状 値  H30 H29 と の 二 ー 
os | er 全国 順位 (東北 順位 ) 
(R4) 目标 值 ， H29 H30 
62 | 世界 遺産 等 の 来訪 者 数 千 人 927 925 > "| 950 927 
63 | 国 、 県 指定 文化 財 件 数 件 | @565| 所 在 | 一 581| 569| 3 位 | 30 位 | 而 
0 (3 位 | (3 位 | (是 ) 
民 傘 芸能 ネッ トワ ー ク 
64 加盟 団体 数 団体 396 408 の 396 396 



































文化 に 誇り を 
感じ ます か 





\ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 動向 ) / 
県 民意 識 調査 の 結果 ( [感じ る ] と 「 や や 感じ る ] と 回 答 し た 割合 ) 


調査 項目 
地域 の 歴史 や 





42 .4% 36.7% > 








歴史 ・ 文 化 分 野 を 取り 巻く 状況 


令 和 元 年 7 月 に 開催 され た 国 の 文化 才 議 会 に お いて 、[ 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 (御所 野 遺 
跡 ) 」 が 、 令 和 元 年 度 の ユネ スコ 世界 遺産 国内 推薦 候補 に 選定 され まし た 。 

本 県 は 、「 平 泉 の 世界 遺産 ] 、「 明 治 日 本 の 産業 革命 遺産 ( 橋 野 鉄鉱 山 ) 」 の 世界 遺産 を 有 し て お 
り 、 全国 で も 数 少な い 複数 の 世界 遺産 が 存在 する 県 と な っ て いま す 。 

本 県 に は 、 世 界 遺産 等 に 関連 し て 、 価値 を 共有 すべ き 岩 手 な ら で は の 優れ た 遺産 が 数 多く 存在 し 
て お り 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019 "釜石 開催 や 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク な ど 
の 機会 を 通じ い 、 こ れ ら の 遺産 を 活用 し た 地域 の 活性 化 、 交 流 人 口 の 拡大 が 期待 され て いま す 。 
近年 、 歴 史 ・ 文 化 等 を テー マ と し た 聖地 巡礼 や ゆか り の 地 の 訪 問 な ど が 注目 を 集め て お り 、 観 光 も 
含め た 交流 が 拡大 し て いま す 。 





第 3 部 「 希 望郷 いわ て 」 の 今 


ET 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


作 自然 環境 


一 人 ひと り が 恵まれ た 自然 環境 を 守り 、 


令 和 元 年 度 の 評価 結果 
\ いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 / 


参考 


現状 値 。 H30  H29 と の 






















































































(H29) の 値 比較 計画 目標 値  R1 全国 順位 (東北 順位 ) 
自然 の 豊か さと と も に 暮らす こと が で きる 岩手 MM EPS | io9 | 30 HAN 
岩手 の 代表 的 希少 野生 動植物 
ーーーー 65 | の 個体 ・ つ が い 数 ペア 29 28 >” 29 29 
| (イヌ ワシ つが い 数 ) 
[自然 の ゆたか さ 」 は 、 横 ば いで し た 。 a っ 
6 RE ER 66 | の 個体 ・ つ が い 数 株 667| 748 667| 667 
[「 ハ ヤ チ ネ ウ ス ユキ ソウ 個体 数 ] 、「 自 然 公園 の 利用 者 数 ] 、「 再 生 可能 エネ ルギー に よる 電力 (ハヤ チ ネ ウス ユキ ソウ 個体 数 ) 
自給 率 ] は 向上 し た も の の 、「 イ ヌ ワ シ つ が い 数 」 は 低下 し まし た 。 
67 | 自然 公園 の 利用 者 数 ※ 千 人 4ee| so| gw 470 470 
yy 公共 用 水域 の BOD 要 99.1 
令 和 元 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 ~ PE | 991| 99: 
再生 可能 エネ ルギー に よる 。 
上 % 280 295| 机 37.0| 290 
加 Ee @16 位 | @16 位 | 吵 
70 | 一 般 订 课 物 O) 最 终 如 分 量 ft | @406| B408| YW | G358| B38.6 (@2 人 ) | (@2) | (sp ) 
ー 人 1 日 当たり 家庭 系 ご み 本 
人 ⑳15 位 | @14 位 | ”页 
源 に な 涂 
im ' 5 | | @502| | @465| az| ED | 1 人 (= ) 
※ 自然 公園 ビジ ター セン ター 等 利用 者 数 
【 参 考 指標 
早 池 峰 地 域 の 高山 植物 を シカ に よる 食害 か ら 三陸 復興 国立 公園 の 受入 環境 を 整備 する た 三陸 ジオ パー ク へ の 関心 や 認知 度 を 高め る た ー - 
守る た め 、 ボ ラン ティ ア の 協力 を 得 な が ら 防 鹿 ” め 、 平 成 28 征 台風 第 10 号 に より 月 壊 し た 、 陸 。 め 、 エ フス カー ショ ン ツア ー や 基調 講演 な ど ジ 単位 現状 値 等 (23) H300) 信 
梱 を 設置 し まし た 。 前 高田 市 黒崎 仙 峡 展望 台 を 再 整備 し まし た 。 オ パ ー ク に 関す る 総合 イベ ント を 開催 し まし た 。 29 森林 面積 割合 % ®74.9 一 5 年 ご と の 公表 





こと 1 





\ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 動向 ) / 
県 民意 識 調査 の 結果 ( [感じ る ] と 「 や や 感じ る ] と 回 答 し た 割合 ) 


81 .2% 79.4% = 


了 全 
いわ て 気候 講演 会 県 民 参 加 の 森林 うく り 促 進 事業 (いわ て 0 森林 の 局員 名 ) 


3R 推 進 キ ャ ラク ター「 エ コロ ル 」 の アイ コン を 気候 変動 適応 に 関す る 理解 を 促進 する た め 、 「 い わ て の 森林 づく り 県 民 税 ] を 活用 し 、 森 林 づ 
利用 し 、 ご み の 分 別 、 使 い 捨 て プラ スチ ッ ク の 盛岡 地方 気象 台 と 連携 し 、 気 候 変 動 と その 適 くり 活動 等 に よる 森 を 学び 活か す 活動 を 支援 
削減 、 食 事 を 残さ ず 食べ る と いう 三 つ の eco マ 応 に 関す る セミ ナー を 開催 し まし た 。 し まし た 。 

ナー の 普及 啓発 を 行い まし た 。 


調査 項目 
自然 に 恵まれ て 
いる と 感じ ます か 

















自然 環境 分 野 を 取り 巻く 状況 


身近 に 希少 野生 動植物 が 存在 する 一 方 シカ や イノ シシ な どの 野生 鳥獣 の 増加 、 生 息 域 の 拡大 に 
より 、 農林 業 被害 や 人 身 被害 が 生じ て いま す 。 
海洋 に 流出 する プラ スチ ッ ク ご みな ど に よる 地球 規模 で の 環境 汚染 が 懸念 され て お り 、 使 い 捨て 


今後 の 取組 方 向 


全国 に 誇れる 多様 で 優れ た 環境 を 守り 、 次 世代 に 引き 継ぐ た め 、 生物 多様 性 を 保全 する 必要 が あ 
る こと か ら 、 希少 野生 動植物 の 保護 や 野生 鳥獣 の 個体 数 管理 に 取り 組み ます 。 
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循環 型 地域 社会 の 形成 の た め 、 廃棄 物 の 発生 抑制 ・ 再 使用 ・ 再 生 利用 を 進め る 必要 が ある こと か 


ら 、 使 い 捨 て プラ スチ ッ ク 等 の 一 層 の 削減 な ど 、 県 民 の 3R を 基調 と する ライ フス タイ ル の 定着 に 
向け て 取り 組み ます 。 

低 炭 素 社会 の 形成 の た め 、 温室 効果 ガス 排出 削減 対策 を 進め る 必要 が ある こと か ら 、 温 暖 化 防 
止 い わ て 県 民 会 議 を 中 心 と し た 県 民 運 動 の 展開 に より 、 省 エネ ルギー の 推進 や 再生 可能 エネ ル 
ギー の 導入 促進 に 取り 組み ます 。 
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プラ スチ ッ ク の 一 層 の 削減 等 の 取組 が 求め られ て いま す 。 


温室 効果 ガス の 排出 量 に つい て は 、 岩 手 県 地球 温暖 化 対策 実行 計画 に お いて 、 令 和 2 年 度 の 排出 
量 を 基準 年 (1990 年 ) 比 で 25% 削 減 す る こと を 目標 と し て いま す が 、、 平 成 28 年 度 の 排出 量 は 基 
準 年 と 比較 し て 10.1% の 減少 (森林 吸収 等 含む ) と な り ま し た 。 

全国 トッ プク ラス の 再生 可能 エネ ルギー の ポテ ン シ ャ ル を 背景 に 、 太陽 光 、 風力 な どの 導入 が 進 
み 、 再 生 可能 エネ ルギー に よる 電力 自給 率 が 高まっ て いま す 。 


第 3 部 「 希 望郷 いわ て 」 の 今 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


03 社会 基盤 
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防災 対策 や 産業 振興 な ど 幸 福 の 追 求 を 
支え る 社会 基盤 が 整っ て いる 岩手 


[モバ イル 端末 (スマ ー ト フォ ン ) の 人 口 普及 率 ] 、[ 河 川 整备 率 | 、「 社 会 資本 の 維持 管理 を 行う 
協 働 団体 数 」 は 向上 し た も の の 、[ 港 湾 取 扱 貨物 量 」 は 低下 し まし た 。 





令 和 元 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 


\ 取組 状況 / 





< \ 三 


いわ て ICT フ ェ ア | 築 川 ダ ム の 建設 


県 民 の 生活 の 利便 性 を 高め 、 地 域 の 課題 解決 洪水 被害 か ら 住民 の 生命 ・ 財 産 を 守る た め 、 一 
に 役立つ 最新 の ICT 製 品 を 展示 する いわ て IC 級 河川 築 川 に 築 川 ダ ム を 建設 し て いま す 。 
T フ ェ ア を 開催 し まし た 。 





災害 に 強い 道路 ネッ トワ ー ク を 構築 する た め 、 
国道 340 号 に お いて は 押 角 トン ネル の 整備 を 
進め て いま す 。 


RS Se 
ンー ここ まき エー 
住民 と の 協 働 に よる 維持 管理 


住民 と の 協 働 に より 、 道 路 や 河川 海岸 の 草刈 
りや 環境 美化 活動 に 取り 組ん で いま す 。 


i 
いわ て 花巻 空港 給油 施設 移転 整備 


クル ー ズ 船 の 寄港 拡大 を 図る た め 、 ポ ー ト セー 国際 線 の 受入 れ に 係る 給油 態勢 の 強化 を 図る 
ル を 展開 し て いま す 。 令 和 元 年 度 は 、 国 内 外 合 た め 、 老 朽 化し た 給油 施設 の 移転 整備 を 支援 
わせ て 10 隻 の フル ー ズ 船 が 寄港 し まし た 。 し まし た 。 


クル ー ズ ス 船 寄港 


今後 の 取組 方 向 





〇 科学 ・ 情 報 技術 を 活用 で きる 基盤 の 強化 の た め 、 1 LC の 受入 環境 整備 や 情報 通信 技術 の 利 活用 
な ど を 推進 する 必要 が ある こと か ら 、 | LC 実現 を 見 据え た 関連 産業 へ の 参入 支援 や 受入 環境 の 
整備 、 研 究 シ ー ズ の 育成 等 に 加え て 、 日 常 生 活 に 欠か せな い 情 報 通 信 イ ン フ ラ の 整備 な ど に 取り 
組み ます 。 

〇 県 民 の 安全 ・ 安 心 な 暮らし を 支え る た め 、 ハー ド 対 策 と ソフ ト 施 策 を 効果 的 に 組み 合わ せ た 防 災 ・ 
減災 対策 や 日 常 生 活 を 支え る 安全 ・ 安 心 な 道 づ くり が 必要 で ある こと か ら 、 津波 防災 施設 や 治山 
施設 等 の 整備 と 併せ て 災害 関連 情報 の 充実 強化 に 取り 組む と と も に 、 救急 搬送 ルー ト の 整備 や 
通学 路 等 へ の 歩道 整備 な ど に 取り 組み ます 。 

〇 産業 や 観光 の 振興 を 図る た め 、 物 流 の 効率 化 な ど 生 産 性 の 向上 や 観光 客 の 利便 性 向上 に 資す る 
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社会 資本 の 整備 ・ 利 活用 の 推進 が 必要 で ある こと か ら 、 内 陸 部 と 港湾 を 結ぶ 道路 や 工業 団地 、 イ 
ンタ ー チ ェ ン ジ へ の アク セス 道路 の 整備 や 農林 水産 業 の 生産 基盤 の 整備 に 取り 組む お と と も に 、 都 
市 間 や 主要 な 観光 地 を 結ぶ 道路 の 整備 や 港湾 ・ 空 港 の 機能 拡充 な ど に 取り 組み ます 。 

〇 社会 資本 が 将来 に わた っ て 機能 を 発揮 し 続け る た め 、 施設 の 適切 な 維持 管理 に 取り 組む と と も 
に 、 維持 管理 等 を 担う 地域 の 建設 企業 に お ける 建設 技能 労働 者 を 確保 する た め 、 建設 現場 に お け 
る 労働 環境 の 改善 に 向け て 取り 組み ます 。 





令 和 元 年 度 の 評価 結果 


\ いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 / 


























参考 
現状 値 H30 H29 と の ー ー 
| 価 | HH 転 | 本 RI 全国 順位 (東北 順位 ) 
(R4) 目標 値 H29  H30 比較 
モバ イル 端末 (スマ ー ト フォ ン ) の | 。 42 位 | 44 位 | AA 
72 人 口 普及 率 % 51.5 55.0 の 78.1 61.9 (3 位 ) (4 位 ) ( vV ) 
73 | 河川 整備 率 % 48.9 49.1 の 51.3 49.3| (1 位 ) (1 位 ) ( に ) 
74 | 緊急 輸送 道路 の 整備 延長 km 38.1 8.2 
75 | 港湾 取扱 貨物 量 万 t 606 597 “a 711 596 ee = 
76 社会 資本 の 維持 管理 を 行う 団体 413 415 P| 413 413 
協 全 団体 数 









































社会 基盤 分 野 を 取り 巻く 状況 


北上 山地 が 、 世 界 で も 大 規模 な 研究 施設 と な る 1LC の 有力 な 国内 建設 候補 地 と な っ て お り 、 国内 
誘致 に 向け て は 、 平 成 31 年 3 月 7 日 に 政府 に よる 前 向き な 関心 を 示す 意思 表示 が な され まし た 。 
県 及び ( 公 財 ) いわ て 産業 振興 セン ター が 主導 し 、 加速 器 関連 産業 の 集積 促進 、 人 材 育成 に 係る 
検討 を 進め て いま す 。 

国 に お いて は 、 Society5.0 の 実現 に 向け 、 5G や ドロ ー ン な どの 先端 技術 の 実用 化 に 向け た 取組 
を 進め て いま す 。 

近年 、 全 国 で 降雨 や 台風 に 伴う 災害 が 激甚 化 、 頻発 化し て いる こと か ら 、 国 で は [重要 イン フラ の 
緊急 点検 」 の 結果 を 踏ま えて 、 平 成 30 年 12 月 14 日 に [防災 ・ 減 災 、 国土 強制 化 の た め の 3 か 年 緊 


急 対 策 ] を 閣議 決定 し 、 特 に 緊急 に 実施 すべ き ハ ー ド ・ ソ フト 対策 に つい て 、 平成 30 年 度 か ら 令 和 
2 年 度 ま で の 3 年 間 で 集中 的 に 実施 する こと と し て いま す 。 


復興 道路 ・ 復 興 支援 道路 に つい て 、 令 和 元 年 6 月 22 日 に 三陸 沿岸 道路 [ 钴 石 北 1 C 一 大 枕 1C] が 
開通 し 、 県 内 の 宮古 以 南 が 全線 開通 し た ほか 、 同 年 8 月 8 日 に は 県 内 の 事業 区 間 の 令 和 2 年 度 未 
まで の 全線 開通 が 国 に より 公表 され まし た 。 

宮古 ・ 室 蘭 フ ェ リ ー 航 路 の 開設 や クル ー ズ 船 の 寄港 、 い わ て 花巻 空港 に お ける 台北 、 上 海 国 際 定 
期 便 の 就航 な ど 、 交 流 人 口 や 物流 の 拡大 が 期待 され る 港湾 ・ 空 港 の 利 活用 が 進ん で いま す 。 

高度 経済 成長 期 に 集中 的 に 整備 し た 社会 資本 の 多く が 老朽 化し て お り 、 また 、 東日本 大 震 災 津波 
か ら の 復旧 ・ 復 興 に 伴い 整備 し た 、 防潮 堤 や 水門 ・ 陸 こう 自動 閉鎖 シス テム 、 災害 公営 住宅 な ど 、 
維持 管理 が 必要 な 社会 資本 が 増加 し て いま す 。 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


9 お 本 


令 和 元 年 度 の 評価 結果 


\ いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 / 


参考 








共同 参画 や 若者 ・ 女 性 、 高 齢 者 、 村 单位 | 于 3 | ER 全国 順位 (東北 順位 ) 
放ち ws a EO GE 
幸福 の 追求 を 支え る 仕組 み が 整 っ て いる 岩手 5 | 407 9 
EU IN 站 下 区 前 MI | 78 | 障がい 者 雇用 率 % 2.16 2.22 の 2.30 2.20 16 位 17 位 划 
[障がい 者 の 雇用 率 ] 、「 男 性 の 家事 時 間 割 合 再掲 】 ] 、「 ボ ラン ティ ア ・NPO・ 市 民活 動 へ の 2 a : . 一 | (位 | (2 位 ( き 4 ) 





参加 割合 ] は 向上 し た も の の 、「 労 働 者 総数 に 占め る 女性 の 割合 ] は 低下 し まし た 。 
一 | 350| 一 28.9| 28.6 





79 


一 共働き 世帯 の 男性 の 家事 時 
令 和 元 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 80 | 敵 六 (周平 均 ) 。 [再 揭 ] % | 342 407| 細 400 379 


取組 状況 / 主夫 議会 等 要員 に 占め る 女性 | % | @374| た | 一 400| 387| 17 位 | 25 位 | 外 


高齢 者 の ボラ ンティア 活動 % 
比率 1 














の 割合 (2 位 ) | (3 位 ) |( 人 ) 





人 % | 186| 189| A | 2oe| 194 












































※ 女性 の 家事 時 間 に 対す る 割合 








【 参 考 指標 】 
単位 現状 値 等 (H29) H30 の 値 
い クワ スト ジェ ネ レ ーション フォ ー ラ ム 2019 
SA 30 | 管理 職 に 占め る 女性 の 割合 % 123 = 5 年 ご と の 調査 
男女 共同 参画 に つい て の 関心 や 理解 を 深め 若者 の 交流 や ネッ トワ ー ク づく り を 目的 に 、 ト ー 高齢 者 の 社会 貢献 活動 へ の 参加 を 促進 する 
る た め 、 講演 会 や 表彰 式 を 開催 し まし た 。 クセ ッ シ ョ ン や ステ ー ジ 発表 、 ブ ー ス 出展 等 を た め 、 高 齢 者 が 講師 と な り 、 地域 の 保育 園 
行う イベ ント を 開催 し まし た 。 児 や 小学 生 を 対象 と し た 野菜 の 栽培 体験 を 


行っ て いる 団体 等 の 活動 を 支援 し まし た 。 


参画 分 野 を 取り 巻く 状況 


平成 30 年 度 男女 が 共に 支え る 社会 に 関す る 意識 調査 に よる と 、[ 社 会 全体 と し て 男性 の 方 が 優 明 
され て いる ] と 感じ て いる 割合 が 68.2% と 依然 と し て 高い 状況 に あり ます 。 
LGBT な ど 性 的 指向 や 性 自認 に 関す る 世の中 の 関心 が 高まり 、 相談 件 数 も 増加 し て いま す 。 


若者 の 地元 志向 は 強い も の の 、 進学 期 、 就職 期 の 若者 の 転出 に よる 社会 減 が 続い て お り 、 多様 な 
分 野 で 若者 が 活躍 で きる 環境 づく り が 必要 で す 。 


-记忆 
MD 


Ba | 


肛 福 連携 マル > シェ 食 育 推進 県 民 大 会 NPO と 企業 等 と の 交流 会 





農林 水産 分 野 に お ける 障がい 者 の 就労 を 促進 地域 に 根ざし た 食 育 を 推進 する た め 、 食 育 推 NPO と 企業 等 と の 連携 ・ 協 働 を 促進 する た め 、 

する た め 、 農 福 連携 に より 生産 され た 農作物 進 県 民 大 会 を 開催 し まし た 。 相互 提案 に よる マッ チン グ 交 流 会 を 開催 し ま 高齢 者 が これ まで 培っ て きた 豊か な 経験 や 知識 ・ 技 能 を 生か し 、 生活 支 援 サ ービス の 担い 手 と な 
工 品 を 販売 する 農 福 連 携 マ ル シ ェ を し た 。 = ハバ SA RE = i 

人 ld る な ど 、 地 域 社 会 の [支え 手 | と し て 健康 で 意欲 を 持ち な が ら 活躍 する こと が 期待 され ます 。 


希望 卿 いわ て 国体 ・ 希 望 卿 いわ て 大 会 を 通じ 、 共生 社会 の 実現 に 向け 、 県 民 の 意識 や 機運 が 高 
まっ て いる 中 、 障がい 者 の 社会 参加 の 推進 が 必要 で す 。 

様々 な 分 野 に お いて 県 民 の 参画 を 促す 県 民 運 動 が 展開 され 、 多様 な 主体 の ネッ トワ ー ク が 構築 さ 
れ て いま す 。 


今後 の 取組 方 向 


〇 性 別 、 年 齢 に か か わら ず 活 躍 で きる 社会 を つく る た め 、 多様 な 生き 方 が 認め られ る 男女 共同 参画 
社会 の 実現 に 向け た 環境 の 整備 、 若 者 の 活躍 支援 、 高齢 者 の 社会 参加 の 促進 が 必要 で ある こと 
か ら 、 男女 平 等 や 多様 な 性 に つい て 理解 し 尊重 する た め の 教 育 ・ 学 習 の 機会 の 提供 や 女性 の キャ 
リア 形成 な どの 支援 、 若 者 同士 の ネッ トワ ー ク づく りや 高齢 者 主体 の 地域 づく り 団体 な ど へ の 活 





動 の 支援 に 取り 組み ます 。 

障がい の 有無 に か か わら ず 活 躍 で きる 社会 を つく る た め 、 障がい 者 の 社会 参加 を 促進 する 必要 が 
ある こと か ら 、 福 祉 的 就労 の 場 の 拡充 に 取り 組み ます 。 

多様 な 主体 に よる 県 民 運 動 を 促進 する た め 、 参加 機運 の 醸成 に 向け た 取組 を 進め る と と も に 、 官 
民 連 携 推進 体制 の 構築 に 取り 組み ます 。 
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《「 県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 」 の 見 方 》 


全 指标 
人 政策 分 野 名 いわ て 県 民 計画 長期 ビジ ョ ン に 
10 の 政策 分 野 名 と 政策 掲載 し て いる いわ て 幸福 関連 指 


分 野 の 取組 方 向 を 記載 標 の 動向 を 中 心 に 記載 し て いま 


し て いま す 。 す 。 詳 し く は [いわ て 幸福 関連 指 
標 の 動向 ] を 御覧 くだ さい 。 
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@ 实 成 
幸福 に 関連 する 分 野 の 実感 の 
動向 を 記載 し て いま す 。 詳 し く は 
【 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 
実感 の 動向 )】 を 御覧 くだ さい 。 










県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成 調 


① 自然 環境 


一 人 ひと り が 恵まれ た 自然 環境 を 守り 、 
自然 の 豊か さと と も に 暮らす こと が で き 


E44 对 | 自然 の ゆたか さ 」 は 、 横 ば いで し た 。 


目 枯 公開 


回 体 目 が の 
自給 率 ] は 向上 し た も の の 、「 イ ヌ ワ シ つ が い 数 . 


令 和 元 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 
\ 取組 状況 / 


了 


WE 


早 池 師 地 域 の 高山 植物 を シカ に よる 食害 か ら 三陸 復興 国立 公園 の 受入 環境 を 整備 する た 三陸 ジオ パー グ へ の 関心 や 認知 度 を 高め る た 
守る た め 、 ボ ラン ティ ア の 協力 を 得 な が ら 防 鹿 。 め 、 平 成 28 年 台風 第 10 写 に より 崩壊 し た 、 陸 め 、 エ クス カー ショ ン ツア ー や 基調 講演 な ど ジ 
梱 を 設置 し まし た 。 前 高田 市 黒人 仙 評 展望 台 を 再 整備 し まし た 。 オ パ ー ク に 関す る 総合 イペ ント を 開催 し まし た 。 


pr 


いわ て 三ツ星 eco マ ナー アク ショ ン 参加 0 対 づく り 人 (いわ て の 和 析 り 肝 ) 


3R 推 進 キャ ラク ター「 エ コロ ル 」 の アイ コン を 気候 変動 適応 に 関す る 理解 を 促進 する た め 、 「 い わ て の 森林 づく り 県 民 税 」 を 活用 し 、 森 林 づ 
利用 し 、 ご み の 分 別 、 使 い 捨 て プラ スチ ッ ク の 盛岡 地方 気象 台 と 連携 し 、 気 候 変動 と その 詰 ” くり 活動 等 に よる 森 を 学び 活か す 活動 を 支援 
削減 、 食 事 を 残さ ず 食べ る と いう 三 つ の eco マ 応 に 関す る セミ ナー を 開催 し まし た 。 し まし た 。 


区 人 后 o 取 组 方向 


〇 全国 に 誇れる 多様 で 優れ た 環境 を 守り 、 次 世代 に 引き 継ぐ た め 、 生 物 多様 性 を 保全 する 必要 が あ 
る こと か ら 、 希少 野生 動植物 の 保護 や 野生 鳥獣 の 個体 数 管理 に 取り 組み ます 。 

〇 循環 型 地域 社会 の 形成 の た め 、 廃 棄 物 の 発生 抑制 ・ 再 使用 ・ 再 生 利用 を 進め る 必要 が ある こと か 
ら 、 使 い 捨 て プラ スチ ッ ク 等 の 一 層 の 削減 な ど 、 県 民 の 3R を 基調 と する ライ フス タイ ル の 定着 に 
向け て 取り 組み ます 。 

〇 低 炭 素 社会 の 形成 の た め 、 温 室 効果 ガス 排出 削減 対策 を 進め る 必要 が ある こと か ら 、 温暖 化 防 
止 いわ て 県 民 会 議 を 中 心 と し た 県 民 運 動 の 展開 に より 、 省 エネ ルギー の 推進 や 再生 可能 エネ ル 
ギー の 導入 促進 に 取り 組み ます 。 


人 @ 取 組 状況 参考 指標 


政策 分 野 の 取組 方 向 を 実現 す 
る た め の 令 和 元 年 度 の 県 の 取 


@ い わ て 幸福 関連 指標 の 状況 | 。 ; 全国 順位 (東北 順位 ) : 
いわ て 議 福 関連 指標 の 目標 値 や | いわ て 幸福 関連 指標 の 、: 
平成 30 年 度 の 値 な ど を 記載 し て : 全国 順位 ・ 東 北 順 位 を 前 : 
いま す 。 ; 年 度 と 比較 し て いま す 。 i 












※ 囲 み 数 字 は 掲載 デー タ の 年 度 を 表し て いま す 。 
※ 実 績 値 が 確定 し て いな い 指 標 や 順位 を 測定 で 
き な い 指標 は 「 一 ] と 表示 し て いま す 。 
※H30 の 値 (順位 ) を H29 と 比較 し て 
・ 向 上 し て いる 場合 : ヌ 
・ 変 動 が な い 場 合 : = 
・ 低 下 し て いる 場合 : A 
と 表示 し て いま す 。 









令 和 元 年 度 の 評価 結果 

\ いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 / 

参考 

i a EE (EMR) 
(Ra) 目標 値 。 H29 H30 比較 
岩手 の 代表 的 希少 野生 動植物 
の 個体 ・ つ が い 数 ペア 
(イヌ ワシ つが い 数 ) 
岩手 の 代表 的 希少 野生 動植物 


の 個体 ・ つ が い 数 株 748 
(ハヤ チ ネ ウス ユキ ソウ 個体 数 ) 


28 





自然 公園 の 利用 者 数 ※ 510 





公共 用 水域 の BOD 99.1 
(生物 化学 的 酸素 要求 恒 ) * が (这 贺信 ) 


再生 可能 エネ ルギー に よる 
電力 自給 系 





16 位 | ⑳16 位 
(82 位 ) | ( 放 2 位 ) 
15 位 | 14 位 
(加 1 位 ) | (91 位 ) 


一 般 廃棄 物 の 最終 処分 量 40.6 





一 人 1 日 当たり 家庭 系 ご み 
(資源 に な る も の を 除く ) ⑳501 
排出 


Ald: 









































単位 現状 値 等 (H29) Eo 
% %74.9 | 本 | 5 年 ご と の 公表 








\ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 動向 ) / 
県 民意 識 調査 の 結果 ( [感じ る ] と 「 や や 感じ る 」 と 回 答 し た 割合 ) 
sa EN EN ON 
自然 に 恵まれ て H29 の 値 H30 の 値 H29 と の 比較 
いる と 感じ ます か 81.2% 79.4% 1_ 2 





4 自然 環境 分 野 を 取り 巻く 状況 

@ 身近 に 希少 野生 動植物 が 存在 する 一 方 、 シ カ や イノ シシ な どの 野生 鳥獣 の 増加 、 生 息 域 の 拡大 に 
より 、 農林 業 被害 や 人 身 被害 が 生じ て いま す 。 

9 海洋 に 流出 する プラ スチ ッ ク ご みな ど に よる 地球 規模 で の 環境 汚染 が 懸念 され て お り 、 使 い 捨て 
プラ スチ ッ ク の 一 層 の 削減 等 の 取組 が 求め られ て いま す 。 

を 温室 効果 ガス の 排出 量 に つい て は 、 岩 手 県 地球 温暖 化 対策 実行 計画 に お いて 、 令 和 2 年 度 の 排出 
量 を 基準 年 (1990 年 ) 比 で 25% 削 減 す る こと を 目標 と し て いま す が 、 平 成 28 年 度 の 排出 量 は 基 
準 年 と 比較 し て 10.1% の 減少 (森林 吸収 等 含む ) と な り ま し た 。 

9 全国 トッ プ フ ラ ス の 再生 可能 エネ ルギー の ポテ ン シ ャ ル を 背景 に 、 太陽 光 、 風 力 な どの 導入 が 進 
み 、 再 生 可 能 エ ネル ギー に よる 電力 自給 率 が 高まっ て いま す 。 


人 県 民意 識 の 状況 
平成 31 年 県 民意 識 調査 で 得 られ た 分 野 別 
実感 (H30 の 値 ) の 状況 


いわ て 幸福 関連 指標 を 補完 す 【H29 と の 比較 】 
る た め に 設定 し た 参考 指標 の 


上 异 : 3 ポイ ント 以上 上 昇 し た 場合 


組 状況 を 記載 し て いま す 。 状況 を 記載 し て いま す 。 横ばい  : 変動 が 3 ポイ ント 未満 の 場合 


今後 の 取組 方 向 
政策 分 野 の 取組 方 向 を 実現 す 
る た め の 政 策 推進 上 の 今後 の 
取組 方 向 を 記載 し て いま す 。 





いわ て 幸福 白書 2020 


下 降 :3 ポ イン ト 以 上 下降 し た 場合 


@ 政 策 分 野 を 取り 巻く 状況 

関連 する 社会 経済 情勢 な ど 、 
当該 政策 分 野 を 取り 巻く 状況 
を 記載 し て いま す 。 


第 4 部 


デー タ 編 
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第 4 部 デー タ 編 (第 3 部 に 使用 し た 「 幸 福 関連 指標 」、「 参 考 指標 」 の デー ター 


指標 の 状況 4 指標 の 状況 
年 度 目标 值 計画 全 国 顺 位 東北 順位 年 度目 標 値 計画 全国 順位 東北 順位 


”现状 什 
目標 目标 信 
R2 ， Rs | (R4) H29 H30 Ol 0 | 指标 ey 估 R3 て R4) H29 H30 OH の 比較 


健康 寿命 [ 平均 自立 期間 ] 男 @79.32| 。 四 79.45| ⑳79.83| © 80.09| @ 80.34| @ 80.60 県 保健 福祉 部 調べ 8 県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 , 1320| 1 6 8 県 政策 地域 部 調べ 
女 @83.96 84.10| @84.31| ©84.49| @ 84.66| © 84.84| 県 保健 福祉 部 調べ 污水 如 理 人 口 普及 率 82.7 . 1 1 FU | 県 県 土 整備 部 調べ 

マ Y が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾患 で 死 記す 男 @305.1|  @301.6| @295.9| ①288.4| @ 281.0| © 273.8 人 口 動態 統計 (厚生 労働 省 ) を 三 セク 鉄道 ・ パス の 一 人 当たり 年 間 利 ) 17.5 県 政策 地域 部 調べ 
人 

入 


H29 H30 H29 H30 




































































る 人 数 [10 万 人 当たり ] 用 回 数 
動態 統計 (厚生 労働 省 ) 地縁 的 な 活動 へ の 参加 割合 6 1 39.0 ト M 民意 識 調査 (岩手 県 ) 
動態 統計 (厚生 労働 省 ) 


在 留 外 国人 数 [10 万 人 当たり ] 9 612.6 , } , : | 在 国外 国人 统计 《法务 省 ) 
地域 包括 ケア 関連 (元気 な 高齢 者 割合 ) 98.71 98.92| 9877| 9880| 988 98.86 ee 


wa mae 四 同 170 2 3 県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 
EE ー 人 Me 。( ス ポーツ 和則 文化 スポ ー ツ 部 調べ 
た り ] ※ 休 日 を 含む 1 @⑳ 373 371 382 386 本 ※ 県 太 び 中 市 村 の 公立 スポ ー ツ レク リエ ー 県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 
県 内 の 公立 文化 施設 に お ける 催事 数 三 セク 鉄道 ・ パ ス の 年 間 利 用 者 数 0 県 政策 地域 部 調べ 


※ 守 手 内 公 人 施設 人 設 の うち 、 各 1.316 1.329 i 1358| 1,372 ， 県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 持ち 家 比 率 i 基調 査 (総務 省 ) 


スポ ー ツ 実施 61.7 @e3.5| oe4o| @645| @es. 県 文化 スポ ーッ 部 調べ 自主 防 災 組 織 の 組織 率 

E 涯 学習 に 取り 組ん で いる 人 の 割合 40.2 . 42.2 43.2 8 県 民意 識 調査 (岩手 県 ) 4 刑法 犯 認知 件 数 [ 千 人 当たり ] 9 2. 8 1 8 6 E い | 県 警察 本 部 

命 [ 日常 生 活 に 制限 の な い 期 間 ] 男 国 71.85 厚生 労働 科学 研究 交通 事故 発生 件 数 [ 千 人 当たり ] ， FU | 県 警察 本 部 8 

女 @74.46 鹿 生 労働 科学 研究 食中毒 の 発生 人 数 [10 万 人 当たり ] . ; : | 毒 统计 资料 (厚生 労働省 ) 

0 ma 一人 当たり 県 民 所 介 の 水準 88.7 四 90.0| @900| @90.0 

ーーー | 正社員 の 有効 求人 倍率 0.84 091| 092| 0.96| 100 
待機 児童 数 [ 4 月 1 日 时 点 


四 労働 省 ) 


了 域 の 行事 に 参加 し て いる 生徒 の 逢 = 赤潮 総実 労働 時 間 [ 年 間 ] 【再 揭 】 1.858.8 1.840.8| 1,803.6 1,776.0| 1,748.4 
行事 に 参 生 合 0 学力 ・ 学 習 状 _ 
ee 63. 64.0 i 4 a :| 、 | 労働 力 調 査 (基本 集計 ) 都 道 
中 学生 ] 人 省 ) 完全 失業 率 2.1 1.8 1.9 1.8 1.7 1.6 府県 列 結 果 (総務 省 和 計 局 ) 


総実 労働 時 間 [ 年 間 ] ,858. 1,840.8| 1.803.6| 1,776.0| 1748.4 1,720.8 全 高卒 者 の 県 内 就職 率 【 再 掲 】 65.8 e9.0| 84.5| 84.5| 845 84.5 [再 揭 】 


共働き 世帯 の 男性 の 家事 時 間 割 合 4 人 wi に | 、 | 企业 活动 基本 调查 
[ 週 平均 ] 6 8 6 | 8 。 県 民意 識 調査 (岩手 県 ) 従業 者 一 人 当たり の 付加 価値 額 @ 5,983 5,875 5,983 @6,043| @6,103| ③ 6,164 (经 清关 业 省 ) 
※ 女 性 の 家事 時 間 に 対す る 割合 


開業 率 3.2 3.1| @32 3.3| D34 D3.5 年報 
大 の 返 思 ・ 譲 渡 補 ; . . . . : 全 这 的 二 站 @278| 加 291 @284| O287 @289| ®29.2 の (経済 業 省 ) 
1 一 人 当 た 8 造 品 出 ld 9 29. ® 28. ① 28. 2 28. 上 いい | 工业 统计 竹 省 
人 - - - - - - Ed 観光 消費 額 1,816.4 1 4| 1,901.1| 1,943.4| 1,985.8| 2.028.1 観光 入 込 客 統計 
局 保育 所 等 利用 待機 児童 数 調査 6 bss | st WE le 中 
bose ee = 労働) 財経 営 体 一 経営 体 当たり の 疲 導 由 @3,990  @4346| @4190| ©4,290| @4,400| ③4510 に 産 農 業 所 得 統計 ( 諾 林 水産 
共働き 男性 の 家事 時 間 100 手 県 额 et (お 
共 国 志 女 性 D 家 事 时 间 292 上 民間 調査 (岩手 時 業 評者 一人 当たり の 木材 生 産出 @4450| 。 @4776| @4490| ①4510| @4,540| ® 4,560 网 


女 因 158.7 四 157.4| W147.5| ① 143.5| @ 139.5| ③ 135.7 
自殺 者 数 [10 万 人 当たり ] 21.0 20.5 19.0 18.0| 17.0| 16.0| 










































































さ MIlIH 力 ロ ・ 箇 納 所 相 三 





























































































































































































































































































































本丸 6 経営 休 一 経営 体 当たり の 洒 面 業 ・ 党 二 出 大 估计 《 恨 林 水 庆 省 和 
生涯 未 婚 率 男 @ 26.16 势 调查 (総務 省 ) ASP @ 4,340 4841| @4,420| ©4,460| 回 4500| ③4540 導水 部 調 べ 


女 @ 13.07 上 調査 (総務 省 ) 里 易 等 穴 服 河 查 《 藉 商 
農林 水産 物 の 輸出 額 | 28.2 31.8 A 32.7 34.3 36.0 

意欲 を 持っ て 自ら 進ん で 学ば ぽう と する 見 6 日 本 貿易 振興 機構) 

董 生徒 の 割合 | グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム 交流 人 品 1,156 1.175 夫 1.192 1,204 1,216 加農 林 水 産 部 調べ 

⑳ 77.2 | ; , Se 正規 職員 .从业 员 率 35.7 1 就業 構造 基本 調査 (総務 省 ) 

授業 で 、 自 分 の 考え を 深め た り 広げ た り 本 攻 選 用 者 一 人 当たり 雇用 者 幸明 二 4037 @ 同 た | 3 a 県 民 経 済 計算 (総務 省 ) 


し て いる 児童 生徒 の 割合 EE 
は 】 9 la 
学力 ・ 学 習 状況 調査 現金 給与 総額 [ 5 人 以上 、 毎 月 ] 277,009| 279,079 - ョ - 1 


(EE 生産 農業 所 得 統 計 等 
人 還っ て いる と き は 、 進 ん で 動け よう 小 @66 近視 沈下 左 業 産 H , 2609| 2.893 (農林 水産 省 


と 思う 児童 生徒 の 割合 和 
F 県 学習 定着 度 状況 調査 、 林業 産 H ® 2,015 @ 1,973 農林 水産 統計 (農林 水産 省 ) 
調べ 漁業 産 H @ 3,605 @ 3,934 農林 水産 統計 (農林 水産 省 ) 
高 ⑨ 57 県 り 製造 品 出欠 @23,717| @25,256 [ 業 統 計 調査 (経済 産業 省 ) 


自己 彰 定 感 を 持つ 児童 生徒 の 割合 \@® 82.3 | 5 8 rar も の づく り 関 連 分 野 の 製造 上 1 国 15,964| @17054 「 業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 
学力 ・ 学 習 状 況 調査 食料 品 製造 出荷 額 6 @3,660|  @3.802 工業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 


中 国 769 2 ] ] ] 部 科学 省 ) 水産 加工 品 製造 出荷 額 億 @729 @684 工業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 
体力 ・ 運 動 能力 が 標準 以上 の 児童 生徒 の | 体力 ・ 運 動 能力 、 運 動画 ーー 2 

割合 等 调查 (文部 科学 省 ) 事业 所 新 设 率 吏 ~ 因 16.7| @<@11.0 経済 セン サス (総務 省 ) 
本 世界 请 许 等 D 来 芒 者 数 県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 
国人 Ce ; 国 、 県 指定 文化 財 件 数 FU い | 県 教育 調べ 
・ 民俗 芸能 ネッ トワ ー ク 加盟 E 県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 


体力 ・ 運 動 能力 、 習 
等 調査 な る 岩手 の 代表 的 希少 野生 動植物 加 七、 調べ 
| つが い 数 (イヌ ワシ つが い 数 ) 29 28 県 環境 保健 研究 セン ター 調べ 


教育 調べ が 
|$ 岩手 の 代表 的 希少 野生 動物 の 個体 
ド 労 働 局 調査 | つが い 数 (ハヤ チ ネ ウス ユキ ン ソウ 個 休 数 ) 667 748 E 活 部 調べ 


の 利 i 
人 入 自 然 公園 の 利用 数 466 510 470 E 活 部 調べ 


な 公 失 用 永 大 の BOD (物化 学 拉 6 ee 
要 求 量 ) 等 珊 境 基 礁 加 成 率 99.1| 99.1 [ 速 报 值 ]| 。 99.1 1| 991 上 活 部 調べ 
再生 可能 エネ ルギー に よる 電力 自給 率 28.0 29.5 29.0 36.0 A 区 E 活 部 調べ 

マヤ 一般 廃棄 物 の 最終 処分 量 40.6 @40.8| 加 38.6 .6 @36.7 . 1 1 本 
マー 人 1 日 当たり 家庭 系 ご み 《资源 、 ー 彼 廃物 処理 事業 天馬 調査 
る も の を 除く ) 排出 量 @ 501 502 9 492 ② 474| 3 (環境 省 ) 

5 森林 面積 割合 @749 農林 業 セ ン サ ス (農林 水産 名 ) 
语 ⑩ 45 学 省 ) 人 (スマ ー ト フォ ン ) の 人 | 通信 利 向 调查 (総務 省 ) 
= 全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 

数学 @ 54 (文部 科学 省 ) 河 | 辟 傅 率 * い | 県 県 土 整備 部 調べ 


児童 生徒 の 問題 行動 ・ 不 登校 5 
不信 上 生徒 数 千 人 当たり ] 小 34 等 生徒 指導 上 の 庄 課題 に 関す aa 県 県 寺 刺 備 部 調べ 
(文部 科学 省 ) 洪 湾 取 报 货物 量 港 満 統計 (国土 交通 省 ) 
生徒 の 問題 行動 ・ 不 登校 会 行う 協 調べ 
25.9 1 生徒 指導 上 の 詳 課 是 に 関す る 社会 資本 の 維持 管理 を 行う 協 働 从 
a 労働 者 総数 に 占め る 女性 の 割合 | | ; | : | 1 
E 徒 の 問題 行動 ・ 不 登 RE 
高 13.1 等 生徒 指導 上 の 諸 課 題 に 関す が い 者 の 雇用 系 上 障害 者 雇用 状況 報告 の 集計 結 
四 る 調査 (文部 科 学 省 MM 果 (岩手 労作 局 ) 























































































































































































































中 国 64 






































































































































\ 女 82.9 














H 男 77.7 















































痪 悄 | 病 悄 | 斋 悄 | 病 悄 


女 91.3 











特別 支援 学校 が 適切 な 指導 ・ 支 援 を 行っ 
て いる と 感じ る 保護 者 の 割合 


高卒 者 の 県 内 就職 率 65.8 
oe ee 

































































中 加 73.2 
県 内 大 学 等 卒業 者 の 県 内 就職 率 45.3 
学力 が 全国 水準 未満 の 児童 生徒 の 割合 語 ⑳⑩ 42 
























































ゆ a 了 | TE 三 














算数 @ 50 





























































































































































































































高齢 者 の ボラ ンティア 活動 比率 5 . 8 i 県 民意 識 調 査 (岩手 県 ) 
【补足 】 共働き 男 性 の 家事 時 間 害 合 [ 週 平均 ] Po 
・W 印 の 指標 は 、H29 現状 値 か ら 数 値 を 下げ る こと を 目標 と する も の で す 。 i 果 民 意 焉 调查 岩手 时 ) 
・ 久 印 の 指標 は 、H29 現状 値 等 を 維持 する こと を 目標 と する も の で す 。 規 議 会 等 委員 に 占め る 女性 の 割合 @⑳ 37. 5 M 6 | 県 環境 生活 部 調べ 
・ 囲 み 数 字 は 掲載 デー タ の 年 度 を 表し て いま す 。 ボラ ンティア ・NPO ・ 市 民活 動 へ の 参 県 民意 識 調 査 (岩手 県 ) 


・ 実 績 値 が 確定 し て いな い 指 標 や 順位 を 測定 で き な い 指標 は 「-」 と 表示 し て いま す 。 前 一 - 
管理 職 に 占め る 女性 の 割合 就業 構造 基本 調査 (総務 省 ) 
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岩手 県 政策 企画 部 政策 企画 課 


〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10- 1 
TEL 019-651-3111 (代表 ) 
https://www.pref.iwate.jp/ 
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